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ドイッと 才 I スト リアの 國 境を 流れて ゐる 河が ありま ナ •イン 河と い 
リアが はには •ブラゥナゥと いふ 小さな 町が をり ま 
!モ 人 ばかりの •ひつ そりした 靜 かな 巧です。 

.に、 アロイス •ヒット ラ— とい ム 人が 住んで ゐ ました。 
み稅關 につと めて ゐる .眞 面目で お直な 役人で ありまし 
いかめしい 口懿を びんと 立てて、 めつ たに 笑つ たこと 





のない むつうし 顏 をして ゐ ました。 役が にゐ ると きも •巧を ホく とき 
- つもき ちんと して ゐ ました。 役人と いふ ものは’，；^ がの!^ がに な 
る やうに. 眞晒 円で なければ いけない. といつ てゐる やうな 瓶で をり ま 
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した。 - 

アロイスは •ある 日 •いつものむ づ かしい 顔を’ じこに こさせて •役 
所へ 出て いきました。 アロイスに •ぅれしくて たまらない ことができた 

、 / で 化 白、 

のでした。 夜の あけがた 、男の子が 化れ たので， ナ 。西暦】 八 八 九 年 四 巧 
二十 目の ことで •イン 河の 岸の 木の葉が •美しく 輝く 朝で ありました。 

ホん 巧には •アドルフと いふ 名が つけられました。 アドルフ •ヒット 
ラ！ でず。 • 

『アドルフ。 お前は. お父さんょりも •もつ ともつ と 偉い 役人になる の 
だょ 。 J 

生れた ばかりの アドルフに’ 父の アロイス はかぅ いふので ありまし 

ち ‘ — 
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アロイスは •巧舍 のま づ しい 百 煙の 家に 化れ たため •ろくろく 學 校へ 
もい くこと がで きませんでした。 な 人になる ためには. 十 セ 歳のと きか 
ら 、どんなに くるしい 化 ひを して， 勉强 した かしれ ません。 アロイスは 
乎 供の アドルフには •自 かの やぅな くるしい 勉强を させた くないと 寒へ 
ました。 どんなに 儉 約しても’ アドルフ だけは 學 校へ いれて •らくに 勉 
强 させ、 りっぱな 役人に させたい と 化 ひました。 

イン 河の 向か ふ 岸に •ドイツ おの 棘 兵踢が ありました。 揀 おの 銃の 音 
が ぱんぱんと •こちらが はの ブラウナウまで 閒 える ことがありました" 
.巧 隊の歌 ふ •ドイツ 國 歌が 閒 えてく る こと も ありました。 . 
ドイツょ ドイツ ナベての 上に 
化が を をげ て ナベての 上に 


.守る も かむ る も 
乎に 手を とら ば 

マ！ スの 河から メ— メルまで も 
エッチ ユの 河から ペルトの 海まで 
ドイッょ ドイッ すべての 上に 
世界を あげて ナベての 上に 
ドイツ 兵の 聲は •天へ もと どく 勇し い聲 でした。 

ブラゥナゥの町の小學生になつたアドルフ • ヒットラ，は. すぐにド 
- V ツ國 歌を 覺え こんで しま ひました。 . 

ドイッょ ドイッ すべての 上に ， 

世界を あげて すべての 上に 


ヒット ラ I は 歌 ひました。 イン 河の 岸で 遊んで ゐる ときに も、 學 校の 
巧き かへ りに も.. ヒット ラ-^ は‘ 思 ひきり 歌 ひました。 

ヒット ラ I は’ ドイッが 大巧き でした。 父の アロイス も •ドイッ人の 
子孫で •ドイッ語で 話を する 入でした から’ ヒット ラ I は •自を もドイ 
ッ人 だと 寒へ たのです。 學 おの 先生 も •ドイッは りつぱな 國 だとい ふこ 
とを 敎 へました。 

『僕は ドイッ人 だ 。 J 

ヒットラ1は. かぅいふやぅになりました。 才1ストリアが. ドイッ 
と 一つの 圃 になつ てし まへ ばょ いと も 思 ひました •ドイッ人の 住んで ゐ 
る阅が’ みんな 一 つになれば. ドイッはョ1ロッパで 】 を强い、 】 おり 
つばを 國 になわる の だ •かぅ も考 へました。 


歷 おの 本には •ドイッの ことが たくさん 書い 
てあります 。ヒット ラ ー は’ 歷史の 本を 讚む の 
が 好きで、 イン 河の 岸の 原つぱへ いつては •歷 
史の 本を 讚み ました。 そして •友 だち にも 話 
してき かせました。 

『 I 日 侧職爭 はすぐ かつた の だぜ 。 J 
ヒット ラ ー は •普 W 戰爭 のこと を 書 
いた 二册の 本を •草の 上に ひろげ ま 
した。 

『プロ シヤと フランスと 贼爭 した 
ん だ。 プロ シヤは ドイッの 中の 國 



だょ。 一八 セ o 年から 翌年 ま 
でか かつた 戰爭 だ。 ナポ レ 
オン ーニ 化の 大 軍を、 ビス 
マルク 將軍や モルトケ 將 
軍が、 めち やめち やに 破 
つて’ パリ ー まで 攻め 
おとして しまつた の だ。』 
『えらい な あ。』 

「ぇらぃさ：" ご。ん* ここ 
に， ビスマルク 將 軍の 讚が を 
るよ 。 J 





い\,、 ， をぉも 
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ヒット ラ J は •一み をめ くつて •ビスマルクの 晝を •友 だち に 見せ まし w 
を •モルトケ 將 がの 靈 もを りました。 

『ドイッ！^ は •こんな 强い .こんな 偉い人が ゐ たんだ。 いまに また. ド 
イッには， ビスマルク 將軍 にも まけない 偉い人が 出る ょ。」 

さぅいふとき、 ヒットラ1の^^」ぅな目は、 大きく見開かれます。 そ 
して。 邮 にたれ さがる や はら かい 髪の毛を かき 上げ •希望に 燃える 顔を' 
明るく かがやかせ るので ありました 

踐爭 ごつ こを するとき. ヒツ トラ I は. ビスマルクに なつて •フラン 
ス兵 になつ たぶ だち を 追 ひかけ ました。 また* ボ I ア戰爭 のまね をして 
遊ぶ ときには •アフリカ 人に なつて 戰 ひました。 

ボ I ア戰爭 とい ふのは •イギリス 人が •アフリカへ なめ こんで’ ボー 


ア 人を いぢめ ょぅとした とき •ボ I ア 人が 勇し く ふせぎ 戰 つた 戰爭 であ 
ります。 • 

ヒット ラー は •ボ I ア 人になる のがす きでした 。ヒット ラ I の 友 だち 
も、 みんな イギリス 兵になる のを いやがりました そこで 隣り がの 子 
供たち を 巧んで をで、 イギリス 兵に なつて もら ひました。 

ヒット ラ ー は •まつ 先き に 立つ て戰 ひました。 

「弱い者 いぢめ の イギリス 兵。 慾 ばりの イギリス。 ドイッ人の ボ 1ア 人 
は 强いぞ 、それつ 。 j • • 

勇ましい ヒットラー ー と 友 だち のボ ーア 人は •隣り 村の 子供たち を •ど 
しどし 攻めました。 隣り ぜの イギリス 兵は •棒切れを 投げ出して、 自を 

/ 

の 村へ 逃げて しま ひます。 なかには. わいわい 化き なが。 をつ で 巧く’ 


け 


敷氣 化な しの ィギリスみ も あ 
りました。 

晶歲 。ィ 

ギリス お 
ぜんめつ 
だ。』 

ヒツ トラ— 

は、 巧を ふき ふ 
き •ム から 嬉し さ 
ぅに •叫ぶ ので あり 
ました。* 



じ 



ヒット ラ I が 十二 哉に なつた とき •父は. 住み 馴 


じ 


れた ブラウナウを 引き あげ •リンッの 巧に うつりました。 I 
リンッの 巧は •人口 八 萬 も ある 大きな 都會で •町は づれ じは. ダニ ユ 
1 ブ 河の 大きな 流れが. うねつ てを りました。 

なゴ’ 道は ばが ひろく* 大きな 建物が •いくつ も そびえて をり ました 
學 校、 役所. 敎會 などです。 

ヒッ トラ J は、 中學 へ入學 しました。 

每日學 校へ 通 ふ 道す ぢ に. 敎會が ありました。 灰を の 壁を した もこ 
そかな 建物で' 夕方は’ そこから 力— ン カ— ン と. 錦の 音が 町に ひび ま 
わたりました。 長い 上がを 煮た 低 院長が •敎會 の 門を •靜 かに 出て くる 
ときの やうす は 神神しく すら 見ん ました 

ヒット ラ I が •价 院長に なりたい と考 へたのは. そのころ のこと です？ 



け 



『アドルフ。 お前は •役人になる の だら うね。」 

ある 日. 父が たづね ました。 

『 J 

ヒット ラ ー は、 だまつ で •父の 颜を 見上げました。 

『さ うだらう ね。』 

父は’ 念を 押す やうに いひました。 ' 

‘ 『お前 も. もう 中學 生な の だから、 目的を きめて 勉强 しなければ いけな 
い。 偉い が* がになる には •ム をし つかりし な < ては 駄目 だからな。 J 
「お父さん。 J 

とつぜん •ヒッ トラ ー は. 聲を高 < してい ひました。 
r 宮吏 はきら ひです。 僕は いやです。 J 


『官吏が きら ひだつ て？。 ばかな ッ 。お父さんは 宵叟 だ。 お前に' そん 
なわが ままは いはせ ない 。 j . 

『でも 。J 

と， いつて •ヒット ラー は. 口ごもりました。 何 かいひた いのを •わ 
さへ でゐる やぅす です。 

父は それに 氣づ くと、 • 

『それとも， ほかに’ なに か 目的が あるの か。 官吏ょりも’ もつ と^い 

こと だと 思 ふやぅな ことが 。ある をら. いつて ごらん 。 J 

やさしく いひました。 

『お父さん。 僕は 黨家 になりたい のです。 化の 中の 美しい ものを、 自由 
に 描いて みたい とお ひます 。 J . 7 


見る 化る ぅちに’ 父の 顏を がかは りました。 やさし かつた 目が’ 念に 
けは しく 化り ました。 

「とんでもない。 齡 近 きなん かに なられて たまる もの か。 いけない •'い 
けない。」 、 - 
『でも •お父さん。 僕は 晝が がきな のです， 黨 家になる のは’ りつ ばな 
ことでは ないで せぅ か 。 J 
{■だめ。」 

父は •ずを 横に ふりました。 

『壺 描き だけは. 何とい つても •私が ゆるさん。 そんな 考 へは、 今日 か 
ぎりず てなさい 。 J 

父は* 不機嫌に 口を つぐんで しま ひました。 


18 


ヒット ラ I には’ それでも とはいへ ません。 ル さくな つて 父の 前を 下 
り、 こつ そりと •二階へ 上つ てし まひました。 

二階と いつても •ほんとの 二階ではありません。 屋根 襄の •せまい 暗 
い^ 辟です。 部屋の すみには 、ホい 道具が いつぱい 赖ん でぁり’ その そ 
ばに •ヒット ラ I の 机と 椅モ とが おいてあります。 そして •ぐるりには 
ヒッ トラ— の 描いた 晝が •たくさん ならべて ありました • 

靑ぃ 空に つきでた •敎會 の 尖塔の 畫‘ . 
ダニユーブ河にかけられた. ながい橋の藍。 

巧つ た靑 葉に かこまれた’ ホい 廣 根の 蓋。 

いろいろな 畫が •ぎつ しりある のでした。 どれ も •晝の 好きな ヒット 
ラ I が、 円曠 ごとに 巧 かけて. 一生 けんめいに’ 寫 生した もの ばかりで 
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ひや ク げん 


中學 でも •ヒット ラ I の晝 は. 評判で ありました。 圖畫の 先生 じ も ほ 
めら れ るし-友 だち からは. 蒂： 家になる 方が ょい •とい はれる くら ゐだ 
つたので す。 . • 
『官吏になる のはい や だ 。 J 

ヒット ラー は. 口の なかで いひました。 ム のなかでは. 盞家 になり 
い， 晝 家になる の だ •とい ひました。 

梯子段に •足音が して •母のを が をら はれました。 

『ム酣 しないで いいのょ 。 j 

巧は. ヒット ラ I の そばへ きで > 额 にたれ さがつ た 髪を 撫でながら 
かぅ いひました。 


た 
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『お父さんの おつし やる ことに •さからつ てはいけ ません。 お前が‘ ど 
うしても 晝家 になりたい なら’ また あとで、 お母さんから お 願 ひして 
あげます からね 。 J 

『お母さん •僕 •どうしても •講 家に なりたい のです 。 J 
『さう、 もういい の。 おかさん には’ お前の ム がょく わかつ てゐ ます ‘1 
さを •アドルフ 。 J 

母は， ヒットラーの手をとりました。 母と子は. だまつて御飯をたぺ 
でゐる 父の そばへ-ならんで 椅子に かけた のでを りました。 

ヒット ラ— は •こんなに 畫 がすき でした •が •も 一つす きな 科目が あ 
b ました。 それは 歷 ぶだつた のです。 歷史 を勉强 すると’ 世の中の 移り 
變り や. 進 ホの 斬ん ずが •ょく わかる ばかりでなく •.人間の 正しい 化き 义 
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がどうい ふ もの か* とい ふこと を敎 へられます。 ヒツ トウ ー は、 歷史を 
讀む たびに’ 昔の 偉い人の 巧 ひに. ム をう たれました •肖み も •その 人 
もちに 負けない やうに、 りつ ばを 人に なりたい •と考 へる ので ありまし 
ち。 

中學の 歴史の 先生に’ レオ ポル' 卜 •ぺ ツチ 博 ± と いふ 先生が ありまし 
た。 この 先生は •ビスマルクを 頌 敬して ぶで •いつも 生徒に •ビス マル 
クの 話を しました。 ドイツの ためにつ くした •ビスマルクの 巧 錠を 語る 
とき. ベ ツチ 巧 出の 言葉は はげしく なり’ 生徒たち のん を •ゆり 動かす 
めで ありました。 

ぺ ツチが ± は •ドイツと 才 I スト リアの 二つの 國 について •こんなぶ 
ろに 話ナ りでした。 
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「二つの 國は 、もともと 一つの 國 でなければ ならない のです。 ドイッ人 
とオ ー スト リア 人は、 同じ 人種です 。図が 別別では、 力が 弱くなる ばか 
りです。 だから’ 一つに ならなくて はいけ ない のです 。 J 

ヒット ラ I は-ベ ッチ 博 ± の敎 へを 信じました。 才 I スト リアは. ド 
イッと】 つに なり’ 同じ 人種は 同じ 一つの 國 になつ て’ 强い 固を つくら 
なくて はいけ ない •と 考’ へました。 

ヒット ラー ばかりではありません. 大勢の 中學化 も’ 問 じ やぅに 考へ 
ました。 中學化 ばかりではありません。 リンッの 町の 靑 年たち は •ドイ 
ッ とオー スト リアが. 一つの 國 になれば ょい •と考 へて ゐ たので ありま 
した。 

ドイッと きく だけで. 少年たち のん はを どり ました。 靑 年たち の 血は 
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湧きました。 巧では •どこへ 行 つても、 若い ものの 歌 ふ •ドイッ 國 歌が 
聞え てく るので ありました。 

卒業式 

ヒッ トラ ー と 同じ 著への 中學 生ろ ちは. いつか ヒット ラ I を 中 ム^レ 
て、 忡の ょい 仲間を つくりました。 

『僕たちは ドイッ人 だ 。 J ^ 

この 中學 化たち は •みんな かぅ いひました。 

オ1ストリアは、 もとドイッがつくつた國なのです。 ですから中學化 
たちが’ ドイッ人 だとい ふのは •自 かの 國を 大切に する ム からだつ たの 
V す。 ところが， これを 知つ た學 校では’ 大 へんび つくりし ました。 巧 
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とい つても •才 ，スト リアは ドイッとは 別な 國 で’ 才 I スト リアの 政府 
で 治めて ゐ るので すから •ヒット ラ ー の やうな 生徒の ゐる ことが •政府 
に 知れて は大 へんです。 

中學 では’ ヒツ トラ I の忡閒 に‘ さう いふ 考へ をしたり、 いつたり し 
ではいけないと、 ひど<叱り つけました。 けれども、 ヒツトラーや友だ 
もの ム は. 巧して 變 りませんでした。 學 校で おさへ つけよう とすれば す 
る ほど’ なほ さら' 火の やうに 燃え 上る ので ありました。 

ドイッ 岡 歌を 歌つ たばかりに. 何時間 も 叱られた 生徒が ぁりました。 

ドイッを ほめた ために •學 校から •にくまれる やうに なつた 生徒 も‘ 
ありました。 ‘ 

さう しても だめでした。 生徒たち は’ いよいよ. ドイッ 好きになる ば 
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かりです。 

『學 校で 何とい つても， 先生が いけない と 叱つ でも •僕たちの ム はかは 
ら ない ぞ •僕たちは ゲルマン 民族の 一人と して. 大 ドィツ 國を つくり 上 
げ るの だ。.！ 

生を たちは •かう いつて •たぎり たつた 湯の やうに •いつか 潰き 出ょ 
うとして をり ました。 

卒業式の 日の ことです。 

學 校を 出て 化の 中へ 送られる 生徒。 送る 生徒。 生徒た もの/心は、 何と 
なく’ いつもの 日と ちがつ てを りました。 先生の なかには、 何 かかは つ 
たこと が 起り さう だぞ 、と 思つ たもの も ありました。 

ひろい 殿 製を うづめ て •生徒たち は •おごそかな 式を 擧げ ました。 校 
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長は 歡に 立つて •卒業生に むかつて •最後の 訓辭 をす ませました。 

つぎは、 オ ー スト リア 國 歌の 合唱です。 窓 窓を ふるはせる やぅな 聲で 
合唱が はじまつ たと き •きふに. 調子の かは つた 歌が •講堂の まんなか 
ごろから 起り ました。 

ドイツょ ドイ .ツ すべての 上に 
世界を あげて すべての 上に 

一き は 高い ドイツ 闕 歌が 軸え たのです。 いままで’ 才— スト リア 國欲 
を 合唱して ゐた 生徒たち は' 思は ず 顔を 化合せ ましたが、 につ こりぅな 
づ くと.， たちまち •あちらに も、 こちらに も •ドイツ 國 歌に 合せて 歌 ふ 
聲が 起り ました。 

『誰 だつ。』 


♦ 
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校長の， 怒つ た聲 がしました •校 巧は 歌を やめて •生徒たち を 晩み ま 
けして ゐ ましたが. ’ 

「こらつ。」 * 

とい ふと’ 生徒の 中へ とびこんで 巧き ました。 ‘ 

『やめる の だ •やめない か 。 J 

陵 長は’ 一人の 生徒に むかつて、 まつ かな 顔を して. どなりつけ まし 

ち . 

生徒は 歌を やめません。 だまつ て 校長の 方を 向いた きりです。 

『ヒツ トラ— だ。』 . . 
『負けるな. ヒツトラ！。』 

生徒たち は 口口にい ひました。 靴を カタ カタ 鳴らして. 〔儿 ぶみ をす る 


もの も ありました。 I . 

はじめに •ドイツ 國 歌を 歌つ たのは. ヒット ラ— だつ たのです •ヒツ 
トラ I は， ほかの 生徒が 
歸 ぎだしても. 歌を や 
めません。 ぬつ と 立 


つた まま’ 目を 
ナ る* 顔を 
あかく した 
まま. やつ ば 


り •歌 ひつ づけ 
るので ありまし ち 


C 



3Q 


『まだ やめない のか 。 J 
校長は. たまり かね 
たやぅ に •ヒツ トラ 
1 の 屑に， つかみ 
かかりました。 

『出た まへ 。 J 
力ま かせ じつき. 
とばされて， ヒツ 
トラー は 列を はな 
れ ました。 ヒット 
ラ！ はぐい と 陵 おを 



を ± で 


晩み ました。 . ’ 

『化ます。』 

そして、 だ 脱に K 乱を 山て 巧き ました。 ず こしの おびれた ところ さへ 
ありません。 . 

『ヒツ トラ I 萬 歳。』 . ■ 

たれ かが 叫びました。 ' 

『ヒツ トラ I 。』 

「ヒツ トラー 〇 j 

講堂い つばい に •ヒット ラ— の 名を がぶ 聲 。その 聲は .窓の そとまで 
波の やぅに ひろがつ て 巧き ました。 、. 


巧 


畫 家になる 呼め 

父の アロィス .ヒット ラー が 化んだ とき •ヒッ トクー は 十三 歳に なつ 
たばかりでした。 稅關の 役人だつた アロィスには、 あまり 貯金 もして な 
かつたので. 母とヒットラ1は* それまでょりも’ もつと儉約に. つつ 
ま. しく 暮さ なければ なりませんでした。 

母は •ょその 家 か > いたの まれた 貸 仕事を レて 働き. ヒット ラー を’ 中 
學に 姐は せつ づけました。 

♦ 

巧は’ ヒッ トラ I の勉强 ぶりを •おを つけて’ みて をり ました。 ヒッ 
トラー は •相 變ら ずを 直が すきで’ 家の なかには* スケッチ や 水が か 近が ふ 
んて 行く ばかりで ず。 その 誰を ながめて •柯 は. ほつ とため 息をつき ま 
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した。 

r お前 •やつ ぱり畫 家になる 氣 なのち お父さんの おつし やつた やうち 
役人に ならう とい ふんには なれない の。』 

ほは いひました。 

巧の つかれた 熬 が’ 壁に 大き <う つつて をり ました。 ヒット ラ I は. 
|風|^ を 下に おいて* 母の 顏を 見上げました。 - 、 
『そんなに 畫家 になり たいの 。 J 
『はぃ。』 

『さう。 それなら 晝家 におな りなさい 。お母さんは. わ 父さん. の あとを 
ついで’ りつぱな 役人に なつて いただき たかつ たの だけれ ども •いやな 
ことは しかたが ありません。 晝 家に なつて’ りつ ばな 畫を 描いて 下さい 


34 


よ。』 ‘ 

『ずみ ません、 お母さん 。し 

『いいのよ。 お前が 一人前の 證 家になる まで' お母さんは •かぅ して’ 
一生 けんめい 働きます からね。 .1 ’ 

巧は よく 働きました。 夜 おそく、 ヒット ラ I が 眠つ た あとまで す や 
す やとい ふいび きをき きながら、 巧は 働く のでが りました。 

二 戸<:^ のら、 ヒット ラ ー が 十五 歳に るつ たと き* 母は‘ 約氣 になり まし 
た。 働きすぎて. つかれが出たのでせぅか。 ヒットラ1は. 母のそばを 
はなれずに •ムを こめで 看病を しました 

♦ 

『美術 學 校の 試驗も •ぢ きでした わ。」 

巧は •白を の 巧 およりも •ヒット ラ ー の 試験を， しんぱいして ゐ たの 
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N 


でした。 ' 

『しつ かりやつ ていら つし やい 。 j 

『ぇぇ. 大丈夫です 。 J 〜 • 

ヒツ トラー は’ 巧を あんしんさせる ために •力 强く いひました。 
美術學校は' ゥホンにありました。 ゥキンは’ オ1ストリアの齡於で 
リンツの 町とは くらべもの. にならぬ ほど、 にぎやかな％ 大きな 恥^ あ 
りました。 

ヒツトラーは’ 大ぜぃの志願をとぃっしよに試驗をぅけましたが、 運 
わるく •その 試験に •落 載して しま ひました。 

ヒツ トラ I はお どろき ました。 落第し よぅとは •裳に もがは なかつ た 
のです。 先生に も •友 だち にも ほめられた 自 みの 畫 が’ そんなに 下手" こ 
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とは •考 へて みた こと もなかつ たのです。 

ヒツ トラ！ •は. 頭を たむ て •しづみ こんで しま ひました。 

《お母さんに、 中し わけない。 落第と 知つ たなら. お母さんは’ どんな 
じ 力を わ 落しになる だら ぅ。 中し わけない …… 。お® さん。 ごめんな さ 

ぃ。) 、 - 

ヒ ツ トラ！ の兩眼 からは’ あつ い淚が こぼれました。 あとから. あと 
から’ がを つたつ て こげれ おちました。 . 

誇 へれば 考 へ. る ほど. 殘念 でた まりませんでした。 どぅしても’ あき 
ら める ことができない のです。 

(何 かの まちが ひか もしれ ない。 試驗 をした 先生に あつて、 きいて みょ 
ぇ) - 
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ヒット ラー は •美術 學 校を たづ わて 行きました。 先生は •すぐに ぁつ 
で くれました。 

『氣 のどく だが’ まちが ひでは ない。 もす こし 叢を 習つ てから’ もい ち 
ど試驗 にきて みたまへ。」 

先生は いひました。 ■ 
•ヒット ラ I は. しばらく 考へ てを りました が. 

完 生。」 ■ 

と’ 思 ひきつた やぅに いひました。 

『私の 畫 は-だめな のでせ ぅか。 私は 畫家 になれ るみこみ がを 〇 ません 

た』 

『さを 。.一 


が 


先主は. ヒットラーの抓いた畫を’ じつとながめでゐましたが やが 
で •に' つ こり 笑 ひました。 

「ほんた うのこと をい へば、 若は 畫家 よりも’ 建築家になる はう がよ い 
めぢ やないだら うか。 この 畫 をみ てゐ ると、 建築家の 描いた 畫の やうな 
.氣 がする ね 。 J 

『でも 先生、 私は 畫家 になりたい のです。』. 

『なるほど。』 

先生の 目が •いたは り 深く. ヒット ラー を ながめました。 

『それなら. もつ と 勉強して、 どこまでも 盡 家になる の もよ いだら う。 
しかし’ 人削には化れなが、レのホの能-^^いふものがある。 君は. ものをう 
つす 藍 家より わ. がしい ものを つ < り だす 才能が ある やうに 思 はれる。 
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も いちど* ょく 考へ なほして みたまへ。』 

先生は さう いつて. 机に むかつて 書き ものを はじめました。 

ヒッ トラ！ は •すご ナ ごと’ 美術 學 校の 門を 出ました。 陵り むいて み 
ると、 あちこちに 二人 一二 人、 幸福 さうな 學 生が、 肩を ならべて 話しな が 
ら ホいて ゐ るので す。 ヒット ラ I は、 その 學生 たちを • 

うらやまし* のじ 

ひました。 

(みん るは •ああして. 愉 化に 晝 の勉强 がで きる のに. 僕は、 ああ’ 僕 
i ) • 

ヒット ラ— は •をい をを 引. 寺」 ザつ て •停 巧ち# へむ かひました。. 

母の ことが 胸に がび ました。 そして •胸を しめつけられる やうを- 氣が 
しました。 いつそ’ どこかへ 行つ てし まひたい’ とさへ 巧 ひまし 心、。 
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ヒットラーの乘つた汽車は. ゥキンをはなれ’ 母のゐる町. へむかつて 
ホり まし わ。 ヒット ラ ー の 目には •母の やつれ 产爲が 見え’ 巧 革が 進む 
につれ て •悲しくて、 くやしく で、 申し わけなくて •いまにも 聲を をげ 
で 泣き だした くなる ので ありました。 

家へ っいた ヒツ トラ I は’ 惡 いこと でもした ときの やうに •こつ そり 
と、 はいつ て 行きました。 

『ゎ ゃ’ ぉ歸 り 。 J , 

巧つ でゐ たらしい 巧は •ばつち りと 目を をけ ましたが •元 おのない 
ツ トラ— の やうす を 見る と 
『わつ かれ だつ たらう わ。 J 
やさしく いひました。 
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ヒ 


ヒット ラー は •母の そばへ よつ て. - が 
『お 巧さん。 すみません 。 J 

小さな 聲で いひました。 それだけ いふと、 淚 がで てきて、 目が ぼうつ 
とう るんで しま ひました。 

『いいのよ。 試驗 がう まくい かな かつた のね。 でも. しんぱいし ではい 
けません。 わ 前は まだ 若い の だから 。 j 
(やさしい お母さん。 何もかも わかつ てす さる お母さん。 世 巧 一よ い- 
僕の お母さん —— 。) . 

ヒッ トラ I は •淚が こみあげて をました。 ， 

ヒット ラー は、 この 母の ために •勉强 して、 り， つぱな 人に なつて •あ 
ん しんさせ なければ いけない’ と 思 ひました。 


(負ける ものた 美術 學 校へは いれなければ •はいれな < て もょ い。 u 
とりで 勉强 しても •きつと. りつぱな 畫 家に なつて みせる ぞ。) 

ヒット ラ I は •自 みのん にむ かつて’ 强く いひき かせた ので ありまし 

ち 

- 

i ヒ めな 見習 H 

- \ 

ドィッの 郝 ミュンヘンの 町に •そぼ そばと 小雨の ふる 夕が たでした 
いま S たばを の 巧をから •一人の 少年が わりて きま L ち. 

少年 まヒッ トラ 1 でしち 病 氣の母 ザとぅと ぅ. 化んだ ので •家が を賣 

* 

り はら ひ’ ただ 一人 •たょる 入 もない ゥ牛ン へ 化て きたので あります。 

こも 哥 もない •みなし子の ヒット ラ ー は •その 日から、 自 かで 傾 L てが 


.'食べなければ ならぶ かつた ので ナ 。それには •が 狼'!^ がょ いと 考 へまし w 
た。 ミュンヘンへ 化る かム をす ると. 大きな トランク ーつを 下げて’ 巧 
車に のりこんだ わでした。 

十五 歳に をつ たばかりの ヒット ラ I が •化の 中へ、 一人でと びこんで 
巧 かぅ とい ふので す。 弱 いんでは だめです。 强 くなら なければ いけ ませ 
ん 。强 くなる ぞ 、とい ひる がら， ヒツ トラ.- は •ぎ ゆつ と 肩を 上げ まし 
た。 . 

ポケットには •五十 グル デン (円本の 金に して 五十 圆 くら ゐ) ありま 
した。 家 财を黃 つた 金です。 世の中へ 出て 巧く ための 大切な 金です。 

雨は やみません。 だんだん ぅす 暗くなる 町 じは. 電燈 がかが やきは じ 
めました.。 


ヒット ラ J は. 胸を はつて •元氣 よ < 、雨の 中を ホいて 巧き ました。 
それから 幾日 かのちでした 。ヒット ラ I の 姿が •ある 建築 工場に あら 
はれました。 

巧 僕を 働かして 下さい。』 

ヒット ラー は. 係りの 人に あつで’ かぅた のみました。 

『伽きたい とい ふの だね。 だが •君は •どんな 仕事が できる のかね。』 
『何でも やります。 でも. まだ 侧い たこと がを いの ザす から •これから 

わ ぽんる のです 。 J . 

『よよは よ。 それ ぢや .何にもで きないのと 同じ ぢ やない か。』 

『いいん. 何でも やれまず。 一生 けんめいに やれば、 どんな ことで もや 
ると ぶ ひまず。』 • 


が 


ヒツ トラ ー は’ いひは— りました。 

『よしよ し。 おの 元 氣が氣 にいった。 では 當 みの 閒 、見習 エで 働いても 
ら つて’ 仕事を おぼえたら、 一人前の 金を はら ふとし よぅ。』 

かぅ いふ 約束が できました 。ヒット ラー は、 翌 円から •大ぜ いの 人に 
まじつ て 工場へ 通 ふこと になり ました。 見習 H のこと ですから •做 料は 
ほんの わづ かば かりでした。 f 人で 食べる にも 足りない くら ゐ です。 ヒ 
ットラーは’ 服がやぶれても. 新しい服ボ買へず’ ほしい物も買へませ 
ん 。それでも •.一生 けんめいに 働きました。 そして •ひまなときには • 
好きな 謗を 描く のを. 何よりの 樂 しみ にんて をり ました。 

(貧を しても かまは ない。 苦しい のなん か’ なんでもない。 いまに •ジ 
つ ぱな說 家になる の だ。) 


が 


ヒット ラー は、 かぅ 思つ て すこしも 不平を いひません。 仕事を いや 
だと 思つ たこ ともをり ません。 毎日ね つ しんに 精出して . H 場の 化 事に 
つとめてを りました。 すると’ ある 日の ことです。 

晝の化みに’ ヒットラ1が' 日蔭で化んでゐるところへ’ 顔見知りの 
職工が きて、 

『君に 話が あるの だが ね、 アドルフ。」 

と、 話しかけました。 - 
「何の 話？』 

ヒツ トラ-- は •きき 返しました， . 
あまり 話を した こと もない のに •何の 用 だら ぅと、 を かしぐ 思つ たか 
ら です。 
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『君 も’ 僕らの 組 含には いらない か。 それを すすめに きたの さ。 J 
職工は. さぅ いつてから .ヒット ラー とならんで •止の 上に. 腰を お 
ろしました。 ' 



が 



『ときに 君は •マルクス をが つて ゐ るかい。」 

『マルクスつ てだれ だい。』 

「ぅん’ ドィツ 生れの 大學お だょ。 マルクス はね •働く 仲間は. 組合を 
つくつ て. 主人 ボ 無理を いつても‘ いふ ことを きくな. とかぅ いふの だ。 5: 


さう すれば •働く 老は •く。 しがら くになる とい ふの さ。 うまい ちぢ や 
をい か。 僕たちは •みんな 組ム ロには いつたょ。 君 もは いつたは うがいい。 
たいいち 君は すこし 働ぎ すぎる から わ。」 
r 何 だつ て。』 ， 

ヒツ トラ I は， いひました。 

「主人が、 無理を いふなん て ことがある だら うか。 僕は. この 會 社で， 
すこしも 無理を いは わた ことなん かないょ-なんにも 知 •レを い 僕に’ 仕 
事を 斑え させて くれる のに さ。 働きす ぎる どころ か’ なにもで きる、 の 
で 申し わけない と 思つ てゐ るく らゐ だ。" 

『ふん。』 ‘ 

相ず は •鼻で わ' りつて. . 
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『それが. 君の 考へ ちが ひだ。 まあ’ 僕らの 組合へは いつで みたまへ。 
だんだん 世の中の ことが わかる から 。 J 

そして •うナ い 小さな 本を 一册’ ヒット ラー の ポケット へね ぢ こむ や 
うにして’ あちらへ いつて しま ひました。 ' 

『へんな 男 だな あ。』 

ヒツ トラ J は， ひとりごとを いひました。 

その 晚 •ヒット ラ I は’ 職工から もらつ た 本を 讀ん でみ ました。 そ 
してび つくりし ました。 その 本には. 働く 者と 主人とは 敵 だ •と 書いて 
あるではありません か。 を 人を 慨め ，.ともあれ ば •化 事を なまける やう 
に •とそん な ことまで 書いて あるので した。 

ヒット ラ ー は •一を ぢ ゆう. ねむらずに 考へ てを りました。 が •夜 明 
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けにな つて やう やく •何もかも わかり ま L た。 

;」れ は ユダヤ人の しわざ だ。 ユダヤ人は •ま 人と 働く 者との 仲を わる 
くさせ 晤嗤 させて’ 世の中を 亂さ うとして ゐ るの だ。 そして. そのす 
きに つけこんで 自 みたちが 世の中を 思 ひ 通り じしょう として ゐ るの 
た みん. なは そわに 氣が つかない から. マルクスを 信用して ゐ るが’ 
こんな わるい ことは ない。 マルクスの 考へ はまちが つて ゐる 。マルクス 
、王義 こそ •化の 中を わ. るく ナる敵 だ。 働く 者は •マルクスを 義を うち や 
ぶつで、 りつぱな 闽民 にならなくて はいけ ない の だ。) 

ヒツ トラ I は. そこへ 氣が つくと. 拳を 间 めて、 ぽんと 胸を たたき ま 
した。 胸の なかで' ごつごつと 血の 流れる 音が 聞え ました。 赤い 血です。 
マルクス ま 鶏を の やうな •にごつ たきた ならしい 血では ありませ し。 き 
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れいな’ 國をお ふ 愛 國老め 熱い 血であります。 

をが 明ける と •ヒツ トラ I は’ 昨日よりも、 もつ と 勇し い おどりで • 
工場へ 出かけて 行きました。 晴れた 大 をの 下に. 元氣 な愛國 をの お 音で 
す。 この 足音は. どんな 困郷 もつ き 破つ て 躯む化 音であります。 

マルクスを 義 おを 改ム させて’ よいり つばな 職工に したいと 思 ひまし 
ち。 どぅしても 改ム しないならば' どこまでも 爭 つて 正しい 道を みら 
ぅと 化ん したので ありまず。 • 

ゥキ ン よさら は 

:丄 場へ 巧く と •昨日の 職エ ボゐ ました。 ヒツ トラ I をな つける と. 
ばへ がて’ ， . . 
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そ 


『をの 本を 讀ん だら うな。 J \ 

と •ききました。 

『讚んだ。 すつかり 讀ん だ。 J ’ 
『さう か。 では’ 君 も •がを へはい るかん がつ いたらう。」 

『いや。 僕は はいらない ことじき かた。 j . 

ヒツ トラー は •きつと して •いひました。 
r すると’ 反對 だとい ふの か。 J 1 
『さう だ。 あんな ことは •みんな 齡つぱ ち だ。 ユダヤ人の わる I り!^ だ。 
あれは 惡跑の 言葉 だ。 あんな ばかな ことを ほんと にして ゐ ると. ユダ个 
人の ために •ひどい 目にあは される だけ だ。 j 
『ばかつ。』 
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な 


とお 知し ない ぞ。』 

『僕は •君たち の 仲間 ぢや ない。 君たち が. あの 憩 魔みたい な ユダヤ人 
の 仲 問なら、 僕は 名擧 ある ドィッ 國巧 だ。 君たち こそ ゆるして おかない 

ち』 

『何つ、 化意氣 なつ 。 J . . 、 、 
相 乎は 拳を ふり 上げました， 

ヒット ラー も •相ずに つめょりました 。ヒット ラ I のん は 固い のです。 
もどろ されたり なぐられ たくら ゐ で’ すぐ じ變る やぅな.' な氣 地な し 
ではありません。 ‘ 

『どぅした。 なぐらない のか 。 J 

拳を ふり 上げた 相ず の顏 をに らんで •ヒット ラ—- は、 平氣 でい ひまし 


が 


『覺 えて をれ。 J 

拳を おろした がず は. うす 氣味 わるく’ にやり と 笑 ひました • 

『ム袭 切を j お前を. この 工場から 追 ひだして やる ぞ。』 

さう いつて、 こそこそと、 どこへ か 巧つ てし まひました。 
ヒツトラ1は. そのときから、 マルクス主義の あやまりと ，ユダヤ人 
の わ そろし いたくら みを. 會ふ 人な に 話して きかせました。 マルクス ま 
義を やめて. ドィツ人は ドィツ人の あつまつ た •りつぱな 國を つくらな 

かんげ 6 

ナしゴ 、ナミい' と蒂 しました。 さう いふと きヒツ トラ I の聲は 感激 
に ふるへ ました。 ひ fl | 国 一言は’ 狐の やうに するどく’ マルクス主義 のま 
ちが ひを さし 通す のでした-けれども 、職工たち は. まじめに とり A つ 
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て くれません。 職工は. 一入の こらず とい ふくら ゐ に’ マルクス主義に 
'心を ぅば はれて ゐ たのです。 . . 

(だめ か。 こんなに 話して きかせても’ みんな わるい 夢から さめない の 

た) 

ヒツ トラー は. 力を わと しました が •たちまち 思 ひ 直しました。 
(こんな ことで、 負けて はいけ ない。 元氣を 山せ。 そして’ ドィッの た 
め、 世の ために. マルクス主義と. どこまでも 爭 へ。 負けるな .ヒット 
ラー。〕 

ム のなかで 叫んだ ので ありました。 

ところが’ 幾日 かのちの ことです。 ヒツ トラ I は’ いきなり 會 かを や 
めさせられて しまつた のです。 わるい こと もしない のに. 何の 落度 もな 
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いのに、 いきなり やめさせられて しまつた のです。' 

ヒット ラ— には’ その わけが よく わかりました。 マルクス主義の 忡間 
に’ 断 まれた からです。 組合には いらな かつた ので’ こんな ことにな つ 
てし まつた のです。 惡い忡 間は •職工 ばかりでは なかつ たのです。 會社 
の 上の 方の 人 や、 主人の そばに ついて ゐる 人の なかに も’ 大ぜ いゐ ると 
いふ ことが’ ヒツ トラ— じは わかりました。 

思つ たよりも’ 敵は 大ぜ いでした。 これでは •いくら ヒット ラー】 人 
ボ •ぐわん ばつても •勝て さぅ もありません。 ， 

(よし。 こんどは 負けて やる が. あとで かならず 勝つ て. ユグヤ 人の 们 
間を やつつ ける ぞ。) . . 

ヒッ トラ I は •ゥ キンを 去る ことにき めました。. すみなれた 町です が 
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ずみたい 町ではありません。 

ヒッ トラ I の 行きたい のは •ドイッで ありました j ドイッ こそ •自み 
のす むと ころ だと 思つ て’ ながいこと あこがれて ゐ たのであります。 

ハ ドイッの どこへ 行かぅ。) 

ヒツ トラー は考 へました。 そして、 ミュンヘンへ 巧く ことにき め まし 

ち ‘ 

ミュンヘン •は •ドイッの ホい 都で. いちばん ドイッの 町ら しい 町 だと 
いはれ てゐ ると ころです。 . 

さょなら、 ウネ ン ょ。. 

ある 日. ヒット ラ I は •ゥ キンから' ミュンヘン 巧き の 汽車に •のり 
こみました。 ゥ キンから’ ミュンヘンまでは •巧を で 八げ 問 も かかる り 


が 


です 



られな 
がら •目 

を閉ぢ まし 
た。 そして •小 
聲で歌 ひました。 


け 


ン 


ドイッょ ドイッ すべての 上に 

世界を あげて すべての 上に I 
ずる も 巧む る も . 
ずに 手を とら ぱ ■ 

マー スの 河から メ—メルまでも. 

エッチ ユの 河から ベルトの おまで 
ドイッょ ドイッ ナベての 上に 
世 巧を あげて ナベての 上に 

大 為、. な 手 

ヘンの 巧は* 兩 手を あげて •ヒット ラー を迎 へて ゐ るかの やぅ 


の 


でした。 ヒットラ？は. そのとき二十一ーー歳。 ムにもみ體にも 力のあみ 
れた 若を でありました。 . 

アルプスの 山山が’ 靑い をに つらなつ てゐ ました。 ミュンヘンの 巧け 
をと 地と にいだ かれて、. おつと りと. 大き なげ 吸を つづけて ゐ ます。 う 
ごいて ゐる 町。 いきいきとした 町です。 

この 町では、 ス ラヴの 言葉 や •チェッコの 言葉を き < やうな ことは あ' 
りませんでした。 どこへ 行 つても-誰の 話して ゐる 言葉 も. はつき り レ 
た ドイッ語で .ヒット ラィには’ これが 何ょりも うれし かつた ので ナ。 

ドイッ語で 話し あ ふ ドイッ人 ばかりの なかに 化み， たいと. ヒット ラー 
は. ずつ と 前から 考 へて ゐ たのでした。 ミュンヘンへ ホて、 はじめて. 
その 望みが かな へられた のです。 


巧 


ミ ユン こは •古ぃが だけに •有名な 謹 や g 滞な どが. たくさん ぁ 
り ましち 藍 Q がきな ヒッ トラ， は •管 巧を ホいて、 めづ らしい 盞を 
見 グリ 建築 直 物し-一! りして •いつかは •りつ •はな 建築家 になつて- 
大きな 建物を つくりた いと 考 へました。 、 

ヒご ラ— は ペンキ 職人の 手つ だ ひに ミて 载敝 の畫や 文字を 抓 
きました。 、 

『これは ぅまい。 ただの ペンキ 屋 さんに しては.^ がょ すぎる。」 

ヒツ トラ*' のかいた. ペンキ 畫を なた 人は-かぅ いつて ほめ まし. こ。 

ヒッ トラ ふ •一 H も晝の 勉强を 化み ません。 河の 岸 や.. 原つ ぱち 
畫を摇 いて ゐる ヒツ トラー の gf の 見える い H はありませんでした。 を こ 
は-^ さし 盞を 新聞社へ おくつ て •新聞に のせで もらつ たこと る ども 
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あり/ます。 新聞に のむ ば' 畫の 代が とれる ので •くらしの 足しにな つた 

からです。 また. 時には、 町の 畫 商の 家へ. 畫を もつ で 巧つ たこと もを 

り ましな。 叢 商と いふ. のは •叢を 賣る 商人の ことです。 店 さきには •い 
/ 

ろい ろな 人の 叢が ならべて あります。 ち 名な 盡 家の もの も、 名もない 畫 
家の もの も. たくさん かざつ て あるので す。 ヒット ラー の畫 も. そのな 
かに ならべられた のでした。 その 畫が 寶れ ると. ヒット ラ I は繪 具を な 
つたり、 オペラを 見物したり しました。 オペラと いふのは •歌を 歌 ひな 
がらする おがで •ヒッ トラ I は. 畫の つぎには、 オペラが 好きだつ たか 
ら であります。 

いまでも •そのころ の ヒット ラー の畫ボ • 一一 一十一 一枚 も’ ドィッの ある 
ところに 染めて あると いふ ことです。 
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參 


「ヒッ トラ I の畫 は、 あまりうまい とはいへ ない。 け わ ども. きち やう 
めんで •すこしも ごまかしがない 。 j 

さう いつた 人が あります。 いかじ も ヒット ラ！ の 普ら し 
せんか。 

化 巧大戰 のとき. ヒット ラ— は •ドィッ 巧に 加つ て 出征し ました。 戰 
地で も、 ひまが あると 畫を 描いて ゐ たとい ひま ナ 。あるとき •手の 相を 
見るか婆さんが. ヒットラ1のずをみて’ - 
「こ， れは りつぱな 手 だ。 あなたは 音樂 家です か. それとも 基 家です か 。 J 
といつ たこと があります。 

「晝家 だ。 J 

と •ヒツ トラー が 答へ ると、 ■ 


よ 
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が 


1 


『さう です か。 畫 をなら ば' 載 色を かかる いで’ 人物を お描きる さい • 
かならず •えらい 畫 家になります ょ 。 j 

お婆さんは •かう いつたと いふ ことであります。 

ヒット ラ！ の摇 いた 畫は •たいてい 摄 色です。 人物は ほとんど ありま 
せん。 ですから. もし ヒット ラ I が’ 景色を かくのを やめて. 人物を 描 
いたなら. 手相見の お婆さんが いつた やうに’ すぐれた 畫 家に なつて ゐ 
たか もしれ ません。 けれども’ ヒット ラー は晝 家に もなら ず、 建築家に 
もな りません。 ドィッを 建て直した •國 の述築 家に なりました。 そして 
巧し いョ （ロッ パを 建て直さう としてを りまず。 

ヒット ラ— は •建築家を やめて、 國を 建て直ず 述築 家に ならなければ 
をらない ときが 來 たのです。 ョ I ロッ パの おじ、 潔い 雲が おしかぶ さり 
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ドィツを つつんで しまつた からです。 ヒツ トラ I は， その 雲を おしのけ 
で •ドィツを 明るい 國 にしょうと. 大きなず を ひろげて •化ち 上つ たの 
でありました。 ， 

、 

- 、 

毒 ダ ス - 

西暦 一九 一 凹 年の 夏’ ョ I ロッ パを くつが へナ やうな、 おそろしいで 
きどと が 起り ました。 いいえ •化が 中の 閲國が 戰爭を はじめた ほどの 大 

叢です。 L 

オーストリアの基太子と妃が、 セルビア人に. ピストルで擊たれたの 
V す。 うつたのは 若い 學生 でした。 そのころ’ この 二つの 國の 間には、 
めんだ うな もめごとが 起つ て •なかなか 話し合 ひがつかな かつた ところ 
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でした から’ この 事が が あると •二つの 國 は、 まもなく 戰爭を はじめて 
しまつた のです。 

ドイツと才1ストリアとは. 巧盟國でした。 ナ1ストリアが戰爭をは 
じ めれば’ ドイツは 才 J スト リアを 助けなければ なりません。 セルビア 
には •ロ シヤ •フランス. イギリスと いふ 味方が あります。 ですから， 
オー スト リアと セルビアの 戰爭は •かぅ いふ たくさんの 國 の戰爭 になる 
めでした。 

セ 月 二十 八日。 つ ひに •才 I スト リアは. セルビアに 齡聯 しました。 ， 
ナる とその 一二 十日には •たちまち ロシ ヤの大 軍が、 セルビアを 助け じく 
り 出しました- - 

ドイツ もじつ としては ゐら むません。 幽 中に’ ナ I スト リアを 助けろ 
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とい ふ聲 が：# の やうに 島くな りました。 政府 も 同じち へでした。 ドィツ 
の國 中へ •が 觀斯 がと びました。 若者たち はまた たくまに 兵營に 集り 
兵替 からは. 銃を になつ た 兵隊が’ を 音た かく 戰 地へ おくられて 行き ま 
した。 

靜 かだつた ミュンヘンの 町 も’ あらい 息づ かひを はじめました が隊 
め 列は’ 巧を うめつ くして’ ラィン 河 方面へ •オデル 河 方面へ と戰 ，獻 
自 ざして 進軍です。 巧を も トラ ッ .ク も. 兵隊で いつ ぱいに なりました。 

馬の いななき. 齡勒の ひびき。 町は’ 朝も晚 もない’ 騒騒し さで あり 
ました。 

ヒツ トラ I は •この やうず を 見る と •もろ かがを 揣く氣 にも なれません 
オペラ 見物 どころ ではありません。 
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•(行かぇ 戰 線へ 行かう。 ドィッ Q ために •二み 身體を ささげる ときが 
きた。) • 

ヒット ラ I は’ かうんを きめました。 ム をき めれば’ ぐ づぐづ して ゐ 
る こ -0 のきら ひな， U ット ラ， でス すぐに 志 敵 丘 ハになる 願書を 書いて. 
を 隊へ とどけました。 - 

(ゆるして くれる だら うか。 それとも ソ 

ヒット ラー はしん ぱいで たまりませんでした。 才— スト リアで 生れた 
めです ろら ミつ としたら’ ドィッ人では ミと いつて' 志願兵を ゆ 
るされ ない のでは ないか。 かう しん ばいした ので ありました。 ‘ 

L 力し •そんる しんぱい はいらる かつ. たので ナ 。ヒット ラー は •志 助 
がになる ことを ゆるされた のです。 
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『ハィル。』 (萬歲 とい ふこと) 

思 は ず ヒッ トラ I は 叫 ひました 

八月の ある 暑い H です。 ヒット ラ I は. はに めで 軍服を 着る ことが で 
きました。 ょく 手入れの とどいた 鐵 砲を •もつ こと もで きました。 

さあ 戰 地へ 巧く の だ！ 

が •出發 の 命令は. なかなか 出ませんでした。 はじめて 軍服を きた 兵 
除を •いきなり 戰 地へ かくる ことは できません。 その 前に’ みつち りと 
が隊 のす る ことを 敎 へる のです。 瓣 練です。 兵 蘇では’ はげしい 敎 練が 
つづけられました。 ヒッ トラ I は •敎 練を うけなが らも.. 早く 戰 線へ 出 
たいと’ それば かり 考 へました。 敎 練を うけて ゐる うちに. 戰爭が おし 
まひに なりは しない かと’ しん ばいに なりました。 このと きの 戰爭 は、 


の 


II 年 も つづいた のです が •戰爭 の はじめには •そんなに 長く つづく とょ 
ちれ も考 へて ゐ なかつ たので ありま ナ 。それは •ドイツが ぢ きに 目ナる 
だら うと’ 世界の 
网 岡の 人が 考 へた 
からです。 ところ 
が •ドイツは 大へ 
ん强 かつた ので* 

とうとう 四 年 もつ 
ゴ いたので ありま 
した。 

ドイツで も、 驟 
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爭 はすぐ をはる だ 
らぅ’ と考 へて を 
りました。 ドイツ 
では’ 敵は すぐに 
負かして しまへ る 
と 思つ てゐ たから 
です。 帕 方と も’ 
考へ ちが ひを して 
ゐ たために、 大へ 
ん 苦しい 戰爭 をし 
たわけで をり ます* 



ヒット ラ I の’ 待ちに 待つ た H がきました。 ヒッ トラ— のはい つて & 
た バゲ ァリア 聯隊に、 出動の 命令が 下つ たのです。 ミュンヘンを あとに 
しで’ ヒット ラ I らの 軍隊は、 西へ 西へ と 進軍 _し ました。 

夏の 陽に. ラィン 河の 水が •ぎらぎらと 照り かへ k てを りました。 軍 
隊は 進みに 池み ました。 フラン ダー スを 進軍す る ころ •ばら ぱらと 雨が 
降つ てきました。 - 

ぅす 叢を ながした やぅな おです。 遠くでは 雷が なり •いなづまが' き 
ら つと 化り ます。 一晚步 いて’ 夜明けが 近づいた ころでした。 夏で も、 
夜明けの 風は 寒い くら ゐ です。 

ピュ （ ン。 

あたまの 上で 音が しました •敵の 砲^が ィ とんで きたので す。 を隊 たち 


が 


は’ はじめて 彈の 音を き' いたので •顔を n ぶ 口せ. それ か レ •あたまの 上 
を 見上げました。 

すると. それが 合圖の やうに、 敵の 砲彈 が’ つづけ ざ 巧に とんで きま 
した。 あとからあとから •數も わかりません。 さうな ると •もうあた ま 
の 上を 見て ゐる ひま もありません でした。 

ドィッ 軍 も. すぐに 擊ち だしました。 擊 ちながら 進みました 。敵のと 
りで を耀 りこん. はね こえ’ ときの 聲を あげて、 とつく わんし ました。 

敵 も 進んで きました。 ナぐ 目の前で. 戰友 がた ふれる のを 見ながら， 
助ける こと もで きません。 とても、 はげしい 戰爭 でありました。 

そのと きでした 。ヒット ラー は. 電氣 にう たれた やうに •まつす ぐ じ 
ホち 上りました。 どこから か •歌が 聞え てく るではありません か。 ドィ 
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ツ國 歌です。 彈の 音を ぬつて’ わご そかに 聞え てく るのは •なつかしい 
ドイツの 國 歌だつた のであります。 

ドイツょ ドイツす ベての 上に .. 
化界を あげて すべての 上に 

敵の 彈 のなかに ゐ るの も わ 十. わて、 國 歌を 歌 ム ドイツ おの •お < ゆか 
しいん. やさしい 、心。 • 

ヒツ トラー も 歌 ひました。 そこに も. ここに も. ドイツ 兵の みると こ 
ろからは 草の 中 力ら 丘の かげ ぅら 國 歌を 歌 ふ聲ろ 起り ました ド 
イツ 兵は. 歌 ひながら 遊み、 進みながら 歌つ たのです。 ドイツの ために— 
は. ょろこんで 死なぅ とい ふ、 ドイツ 兵の 巧し いんで ありました。 

ドイツ おのな かには’ まだ 十六 セに なつた ばかりの‘ 若い お 除が をり 
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ました。 ヒット ラ I の やうに* 志願 おです。 はじめ 敵の 禪が とんで きた 
ときに* 若い 兵隊は’ さすがに おそろし さうな 顔を しました が ドィツ 
の國 歌が 聞え てきて からは •きふに で氣づ いて. どしどし 進みました。 

その 円の 戰 ひがを はつてから も •とで も元氣 で、 生れ かは つた やうに な 
つてし まひました。 これは 何のた めだ’ つたで せう。 きつと つと’ 闽 歌- 
の 力に ちが ひありません。 ■ 

かう して、 戰爭が はじまつ て S ザ H の’ 一九 一六 年の 九 H でした。 ヒ- 
ット ラー の 聯隊 ほ. ィー ブルの 戰 場から’ ソンムに まは され ま丄 たが’ 

十 口と 円の. 戰 ひで. ヒット ラ I は. 敵の 彈 に’ あを 帶ち ぬかれました。 

『何 S こわくら ち』 . 
ヒツトラ1はぐわんばりました' 隊といつしょに. 進軍し丈うとしま 巧 


した。 しかし •上官は ゆるしませんでした。 

『無理を するな。 早くけ がを なほして. また やつて こい。』， 

上を はい ひました。 • 

|?1^11^,^へお.くられたヒツトラーは’すつかりきずがょくなるまで’~ 
大ピ 、^の •ホ 方の 八 お觀 兵と いつしょ に， ベッドの 上に 赖に なつて をり ま 
した。 

^ を もぎ とられた 兵隊。 目をやられた 兵隊。 顏キ みを、 彈に とばされ 
たな 隊も をり ますし’ ヒット ラー の やぅに •巧を 擊 たかた 兵隊 も ありま 
した。 なかには、 載 皆の ず當 をぅ けながら’ 死んだ 勇 ± も ありました。 
巧戰 病院には. 藥 のに ほひと* 恤 のに ほひが’ ぷ んぷん ただょ ひました。. 
けれども， ドィッ 兵の 勇氣 は. すこしも おとろ へません。— 新しい 負傷み. 




ボ はこばれて くるた びに • 

『こむ も 聯合 軍の せいだち』 

『にくい 聯合 軍め 。 J 

と •いひ 合つ て •なほ さら. 元氣 になる ばかりで ありました。 

をく る 年の S 巧になる と. ヒツ トラ I のきず は. ナ つかりよ くな り ま 
した。 

『さあ、 戰域 だ 。 J . 

ヒット ラー は •ふたたび 戰 線へ 出て 巧き ました • 

ドイッ 軍は •どこでも 勝つ てを りました。 進みに 進んで をり ました。 
そして •その 年の 十 パ 十一 二日 ヒット ラー の ゐる隊 は' ヴェル ゲイ ック 
で、 イギリスの 大 軍と 戰 ひました。 はげしい 戰爭 で’ このと き •イ ギリ W 


ス 軍は. 苦し まぎれに •毒ガスを 用ゐて •ドィッ 軍を 苦しめた ので あり 
ました。 

ヒット ラー も • II 巧 ガスに やられた 一人です。 見る こと も， 避ける こと 
もできない畜ガスです。 ヒットラ，は’ 毒ガスのために. 頭がぐらくら 
した かと 思 ふと •もぅ ばつたり と •そこにた ふれて しまつた ので ありま 

しち . 

ドィッ 軍は •毒ガスを 避ける ために •しかたなく’ 隊を ぅしろに もど 
しました。 そのと きです。 一人の 大尉が •ホ 方と だ 對の 方に •ずんずん 
進んで 巧く のでした。 . 

『とまれ。』 

と. 聲 がか かりました- 大 がの 化が ぴたりと’ をの 上 じと まりました， 


の 


『たれ か。』 

巧ヴ \ — デマン 大尉 。 J '■ 

『どこへ 巧く か 。 J 

「巧 下を さがしに 巧を ます。』 , 

『部下と いふのは •たれ か。』 ’ 
『アドルフ •ヒット ラー 伍長であります。 アドルフは •勇氣 の ある 兵 止 
です。 ドィッ 軍の 規律を ょくず る お出です。 妻 か見夕 ません から •さ 
がして まゐ ります 。 J • 

『ょろしい。 氣を つけて 行け。』 

『はぃ。』 

ゲィ I デマン 大尉は. 鐵 砲の 蝴の 中へ、 かけだしました。 夜でした。 
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暗い なかに •ぱ つばつ と 化る の 
は •敵が 大 梅を ぅつ 化で せぅ か。 
そこら いちめん. 煙のに ほひで. 
むせる ほどです。 

ゲィー デマン 大尉は •た ふれ 
た 味方を 見つける たびに. かけ 
ょつ て •だき 起して みました。 
『これでは ない 。 J 
そつと 十一の 上に ねかして は • 
また 進みました。 何人 目 かの 
が 出を 見つけた とき. 
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f おお， アドルフ。 

大尉は‘ うれ ‘ 

しさう じ 叫び ま 
した。 だき 起して. 

身體を しらべました。 血 も 

ながれて ゐ ません し •けがを したやう す / 

もありません。 

『毒ガスに やられた の だな。 ょし. 助けて やる ぞ 。 J 
大尉は、 ヒット ラ I を 背に おぶつて •味方の あとを 迫 ひました •サ I 
ベルが •靴にから みついて’ ガチャ ガチャと 鳴りました。 

ヒット ラ I は •かう して 助けられた のです。 氣が ついた とき •ヒット 



が 


-ラ》は， 病院のべッドの上にねてをりました。 

『うう。』 

ヒット ラ I は •うなりました。 封を あく ことができな かつた のです。 
.'ほうたいで •しつ かり’ 二つの 回が ふさがれて ゐ たのです。 

『氣 がつ いたな。』 

ヴィーデ マ ン大尉が、 聲をかけました。 - ■ 

「はい。』 

ヒット ラー は、 顔を 上げて. 大尉の 顏を 見ようと しました。 

『ゲィ I デマン 大尉 殿であります か 。 J 
『さう だ。 ひどく 痛む か。』 . 

、いいん •何ともありません。， N みは •どうして 助け‘ いれた のです か。 




が 
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部下の ドイッ 軍人を すくつ たまで だ。 磯なん かいつて くれるな 。 J 
.大尉は •なにげなくい ひました。 恩に 患せ たと ころの ない •男らしい 
大尉の 言葉に •ヒット ラ J は •ム のなかで、 うれし 泣きに 泣きました。 
『天 尉 殿 。 J 

强く强 く， 大 なのず をに ぎつ た ヒット ラー は’ 大尉の ムを •どんなに 
お 難く 思つ たかしれ ません。 いつかは 恩返しを したいと 考 へたので した。 
ずつ とずつ と 後. ヒット ラ J が ドイッの 總辦 になつ てから •ゲイ I デマ 
ン 大尉は. すぐに かけつけて きました。 

『アドルフ。 いや •ヒット ラ I 觸下 •おめでたう 
大尉は、 わがことの やうに ょろこんだ のでした。 それから’ ずつ と、 
大 がは ヒット ラ I の そばに ゐ て. 相歡棍 手に なつたり •ヒット ラ - - Q 


が 


r 


身體を 守つ たりし で、 昔 ど ほり’ 仲よ く •ドィツの ためにつ くして ゐる 
とい ふこと であります。 

赤旗 行列 

ヒツ トラ J は •目に、 ほうたい をした ままで •ポメラニアの •パ ゼヴ 
ルク 陸軍 病院へ おくらむ ました。 

『軍醫 殿’ 自 をの 目は •もうだめ でせ うか 。 J 

『わかりません。 世の中には’ どうに もなら ぬと ぶふ ことで も. よくな 
る ことがあります。 あるた の 目 もさう です。 見える やうに ならない とは 
かぎりません。』 

「さう です か。 ち 難う 。 J 巧 
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ヒツトラーは' につこりしていひました。 

軍醫 の 言葉を きいて •肖み の：：！！ は、 もうな ほらない の だと 思つ たので 
した。 けれども •ヒツ トラ I は •けつして. やけを 起しません。 ょく 軍 
，醫 のい ひつけを まもつ て" 手 常を わ こたり ませんで した。 巧に 一つの 不 
思議が 起つ て' なほらぬ はずの 目が’ 見える やうになる かもしれ ない。 
ヒットラ》は* 神さまにおまかせします’ とムの中で. いつてをりまし 
た。 

すると’ 不思議が 起り ました。 だんだん 滿 みが とれる にした がつ て. 
目の前が •すこしづつ’ 明るく 見えて きたので した。 ある H . が臀 は. 
ヒット ラ— の 目を 診察して から、 おどろいた やうに いひました。 

『ヒット ラ ー 应長 。君の‘ 目は •かならずょ くなります J 
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その 通りでした。 いく R かのちに •ヒット ラ I は •目の前で •何 か う- 
ごいて ゐ るのを •なること がで きました。 - 
『何 か 見ん ます か。』 

巧醫 がいひました。 

『はぃ 。 j . 

ヒット ラー は •ずを のばして’： 本 醫の顏 にさは らうと しました。 
•「ようつ た。 もうす ぐです 。 J 

軍 醫の聲 も、 うれし さう には づみ ました。 

間もなく. ほうたいを 取りの ける 円に なりました。 

『さあ •靜 かに 目を あいて 見た まへ。』 

かう いはれ て •ヒット ラ I は. すこしづつ 險を あけました。 だいいち 
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に •明るい 光りが •さつと 目の 中に •とびこんだ やうに 思 ひました。 

『あつ’ 見える。』 

軍 醫の顏 。天井 d 壁。 寢臺 。いちどに、 いろいろる ものが 見えて きま 
した。 見失つた 希望の 光りが、 ほのぼのと さしてき たのです 。ヒット ラ 
1のょろこびは- どんなだつたでせう。 

目が 見える やうに なると’ も 一度 •戰 線へ 行きたい •と ヒッ トラ— は 
思 ひ’ ました。 二度で も 二| 度で も’ いのちの ある 蚁 り’ 身體の つづく 限り 
ドィッの ために •戰 ひたいと 考 へたので ありました。 ところが. 思 ひも 
ょらぬ ことができて' ヒッ トラー はもう 戰 線へ 巧く ことができ なくなつ 
たのです。’ ヒット ラ I の 知らぬ 閒 に’ 戰爭 はわし まひに なつて ゐ たので 
ありました。 . 
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十一 巧 十！！！ のこと です。 一人の 年を とつた 牧師が. バゼ ヴァル クの病 
院 にきて. 負傷 兵に いひました。 < 
『みなさん。 戰爭 は、 もうを はりました。 あなた 方が’ いのちを なげだ 
して 戰 つた 戰爭 も、 瓣和 になり ました。 ホー ヘン ツォルン 王家は 退位な 
され. ドイツは 共和 國 になつ たのです。』 

收郎の 言葉は •とぎれと ざれに、 いかじ も 悲し さう でした j 牧師は. 
木の葉の やうに 靑 ざめ’ 乎を ぶるぶると ふるはせて をり ました。 

『ホー ヘン ツォルン 王家が’ どんなに ドイツの ために おつくし なされた 
かは. よく 知つ てゐる ことと 思 ひます。 王家は •ドイツと ドイツ 國民と 
のために 戰 はれました •退化な された の も ドイツの ためを わ考 へな され 
ちからで をり ます。 私たちは •新しい 政府の 命令に •したがは ねばな' ら 


巧 
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巧 



化師の 沈んだ 聲は •だんだん 低くな つてい きました。 

ヒ ッ トラ1には’ そのさきをきい てゐるごとができなくなりました。 
ヒット ラー は’ そつと 立ち上つ で’ 自 みの ベッドへ もどる と •み體 をな 
げ だして 泣きました。 腹が たつて’ どうに もし かたがな かつた のです。 

(ドイッが 降參 して、 戰爭が おしま ひに なつた とい ふの か。 そんな ばか 
な ことを. たれが したの だ。 自 みたちは. 四 ヶ年閒 ，たれの ために 戰つ 
たの か。 雨風に うたれ •彈 のなかを 進んだ めは. ドイッを ぶへ ば こそ だ。 
勝ちた かつた からだ。 それな のに •こつ そり 敵と 相談し で、 降參 をした； 
やつは •いつたい ちれ だ。 そんな やつこ そ •ドイッの 敵 だ。) 

ヒッ トラ I は、 身を もんで •くやしが りました。 

『しかたな いさ。 かう なることは、 前から わかつ てゐ たの だ。』 
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となり’ の ベッドの 負傷 丘 ハが •あきらめた やうに いひました。- 
『かうな るの がわ かつて ゐ たつて？』 

ヒツ トラー は •喃 みつく やうに いひました。 

『それなら’ なぜ 君は 戰爭 をした の だ 。 j 

『怒るな よ。 僕は ドィッ 軍人 だ。 國 のためには、 どこまでも 戰 ふよ。 け 
れ ども 闕 巧の 人は、 戰爭 にあき てし まつた の だ。 それば かり ぢや卜 よ，.’。 
マルクス主義を どもが’ いろいろな ことを いつて •國 民が. 戰爭 をい や 
がる やうに しむけた のさ。 まあ •通りを 見た まへ。』 

負傷 おは’ 窓を Ig しました。 

ヒット ラ I は， 窓の そばへ 巧つ て. 表通りを のぞいてみ ましを。 

大ぜ いの 職工が 通ります。 腕を くんで •崎 子を ふぶ まは して •な こか 


が 


わめきち. レして ゐる ありさまは •まるで 氣な ひの やぅです。 ずに ホ頓を 
もつ てゐ ると ころから. これは 共產黨 だとい ふこと がわ かりました。 

戰 線では‘ 丽 あられと とんで くる •敵彈 のなかで’ ドイッ 闽 歌が 歌は 
れ たのに’ 銃後では •この やぅる •なさけない ありさまです。 わめき 叫 
んでゐ る マルクスち 義を どもの 顔が、 ヒット ラ I の 円には •ドイッを ね 
らム惡 魔に 見えました 。ヒット ラー は 拳を にぎつ て、 行列の 义を .じつ 
と にらみつけました。 、 . 
「見た か’ ヒット ラ ー 伍 お。』 - 
戰 友の 傷病兵は •とんと 肩を たたきました。 \ 

「見た。』と- ヒツトラ1はいひました。 

『ユダヤ人 のず 先にな つた. マル' クスを 義を どもが •ドイッを 3 ろぽさ 
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うとして ゐ るの だ。 あの 國賊 ども。 だが、 けつして ドイッは ほろびない 
ぞ 。ほろびる もの か。 いまにな て をれ。』 

ヒット ラ ー の 言葉は •乂の やうに 胁え あがりました。 

『僕は 政治家に をる 。 J 

『政治家 だって 』 、 

一 さう だ そして ドイッを 救 ふの だ。 この ありさまを 見て’ あ 治 家 こな 
らうと しない 者は •ひけ ふを だ。』 

强く强 くヒッ トラー はいつ たので ありました。 

願と パン 

戰爭 はを はけました。 イギリス •フランス， その ほんの 聯合 軍の たゥ 
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に •ド イシは 負けて しまつた のです。 戰爭 ではを けな かつた ので 寸 が、 
國內 に、 マルクス主義の 裹 切りを がで たために’ 攜和 をし なけれ ぱ なら 
なかつ たの‘ てす。 

戳爭 は’ 戰 線の 兵隊 だけが 强 くても だめです。 銃後の 國 民が、 兵隊と 
同じ、 レに なつて •つらい こと •苦しい ことを しのび’ どこまでも やりぬ 
くと いふ 覺恰 が. 大切な のであります。 

一九 一八 年 十一 巧 九 H 。 ドイツ 皇ホ ゥイルヘルム ニ世は .退位して. 
オランダに 行き まじた。 ドイツは 共和 國 になつ て •六 人 ほどの 人が’ 假 
りの 政府を つくり. エ I ベルトと いふ 人を •大統領に えらびました。 エ 
.1 ベルト 大統領は’ シャ デイ マン 巧閣 をつ くりました。 これで 戰爭 前と 
は-すつ かりちが つた ドイツに なつた わけであります。 かぅ いふ ことを 
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させた のは、 ドイツを 强い國 にさせ まいと いふ •聯合 國の ずるい 考 へだ 
つたので あります。 

媳 巧と 同時に. ドイツは’ 軍人 や 武器を へらず とい ふ 約束を しました。 
これ も 聯を闽 がいひ だした ことです。 聯隊の 数 も へらされ .飛行機 も. 
.大砲 も. みんな すくなく させられ. だいじな が 艦 や‘ ± 地まで’ 聯合 國 
に、 とられて しまつた ので ありました。 それでも’ ドイツは をる ことが 
できな かつをの です。 戰爭に 負けた 國は •かはい さぅ ではありません か。 

ヒツ トク I には. 見る こと. 聞く ことが •腹の 立つ こと ぱか りでした。 
さぅ いふと きぶ ひ 巧す のは. ミュンヘンの 町です。 ミュンヘンは 美しい 
巧です。 いい 人の すんで ゐる 叫です。 ドイツを 大切に する 人たち のゐる 
.巧です。 
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《さう だ •ミュンヘンへ 歸ら う。) 

一九】 九 年の 一二 乃。 をた たかい 静 風の なかを. ヒット ラ'— は、 久しぶ 
りで •ミュンヘンへ もどつ てま ゐり ました。 

ヒットラーは. ミュンへ， ンの愛闕巧をあつめて" ふたたび. もとのや 
うにり つばな ドィッ 网を つくらう とい ふ‘ 述 動を はじめました。 

すると. これに 氣づ いたのが’ マルクスを 義の あつまつ てゐる 共を 黨 
^ す。 ドィッの 共 潇黨も 化 巧 中の どこの 网 の共虚 裳と 同じ やうに’ ロシ 
ャ共途 驚の 手先き だつ たのです。 

『ヒット ラー とい ふ’ が隊 あがりの 男は、 共を 黨の ためにな。 ぬ ことを 
ずるら しい。 いまのう ちに やつつ けて しまへ。」 ‘ 
お雍截 では •ヒット ラー に •ぉを つけて* ヒ .ッ トラ I のす る ことに. 
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するどい： IE を 光らせ はじめました。 

四：：：： 二十 セ ロの 朝。 まだぅ ナ略 ぃぅちに •お遥 黨の黨 貝が 二人 •ヒッ 
トラ J の 家の戶 を， どんどん とた' たきました。 

「だれ だ。』 

ヒット ラ-- は はね 起きました 。二人の C お 貞は. ずかずかと •ヒット 
ラ I の. 部屋へ 上り こんで’ ' 

• r アドルフ •ヒット ラ—。 われわれと いつしょ にきた まへ.。』 

と’ おどしつけました。 . . 
『何の 用 か。 J 

『來れ ば わかる。 來 たまへ。』 

『わけを いへ。』 
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いひながら 、ヒット 
ラー は、 すばやく 銃 
を 手に とつて •二人 
の 方へ： ひたりと ね 
らひ をつ けました。 

『君たち に 用は ない。 

共產黨 にも 用は ない。 歸れ。 
.歸ら なければ これ だ 。 J 

ヒッ トラ} が.】 ホ 進めば • 
二人は ー ホ さがります。 一ー ホ 
盤めば •ニ ホ さがりました。 


I うとう 戶 口まで さがつ た 一一 


人は’ そこから みを ひる 
がへ して. 後を も兒ず 
に •逃げ出して しま 


ひました。 

『ははは はは。 意 

氣地 なしの 甘 ル 
クス 兵 ± め。』 

ヒツ トラーは • 

を かし さぅ に 笑 ひました。 けれども’ ヒット ラ！ は •ホ淹 驚が •自 みを 
ねらつ てゐる ことが わかつ たので •それからは、 出入に 氣を つけて' め 
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隊へ つとめる ことにな 
りました。 ミュンヘンの 聯 除は •‘ 
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共產黨 でな がつ たので. ヒット ラ I 
も あんしん する ことができた わけです。 
ヒット ラー は •聯隊の 中の •小さい 部 唐に • 
ただ 一人で 住んで をり ました。 ホい きたな 
い 部屋で、 夜になる と •那が あばれて しか 
たがありません 。ヒット ラー がみて ゐても 
巡げ ない のです。 

『それつ 。 J 

ヒット ラ I は •パンを 一 きれ •投げて や 
りました。 すると •あちらこちらから. な 
んび きもを りで て. あ そつて. パンに か 
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ぢ りつく ので ありました。 

(かはい さう に。) 

ヒットラ1は、 鼠をふびんに思ひました。 腹のすいたときのつらいこ 
とを •ヒット ラ I は •ょく 知つ でを りました。 ウネ ンの 工場て 働いて み 
たと •きも. ミュンヘンで ペンキ 盖を 描いて ゐ たと きも、 いつも ひも じい 
• 思 ひを して ゐ たこと を 思 ひだす と. 風が かはい さう でた まりません。— 
『さあ. もつ とを ベる がょ い。』 

パンを むしつ ては 投げ. むしつ ては 投げ. ヒッ トラー は‘ いつまでも 
鼠のう ごくのを ながめて をり ました。 

人に いちばんつ らいのは •食物の ない ことです。 食物のを りない ほど 
くるしい ことはありません。 いま. ドィッは •齡 合國に いぢめ られ て. 食 


げ 8 


物ち 滿 もには ない のです。 何とい ふ 不幸な ことで せう。 ドイッ人は、 い 
つばい 食べて •うんと 强 くなら なければ いけない の だ。 それには’ どう 
すれば ょい か。 

ヒット ラー は. 每 日， それば かり 考へ つづけました。 ん らい 學を のま I : 
いた 本を 讚んだり •巧の やうす を しらべたり しました。 

(ユダヤ人を ドイッから 追 ひだす こと だ。 マルクス主義の 共產黨 をた ふ： 
ナこ とだ。 あの 惡 をが ゐもあ ひだは‘ ドイッは 强い國 になる ことは でき 
なぃ。) 

ヒツ トラ I は •はつき りと ムを きめました。 いょい 丈， ドイツの ため 
に •共遙 黨と戰 ふかく ごを したので あります。 


ムハ人 クラブ 

九 巧の ある 夜でした。 

ヒット ラ J は’ 秋め いた ミュンヘンの 町を •ただ 一人で ホいて をり ま 
したが 一巧の 酒場の 前へ くると 足を とめて 中の やうす をう かが ひ 
ました。 . 

中では. 二十 人 ばかりの 人が •うすぐらい あかりの 下に 能つて. まん 
中の 一人が’ ずを ムリ あげながら 何 か溃說 して ゐる やうです。 

(ここ だな。) 

ヒッ トラー はうな づ いて' ぬつ とはいつ て 巧き ました。 すると. 二 一二' 
人が •うしろを 振り向い たので’ ちよつ と あたまを 下げてから •あいて 
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ゐる 椅子に’ 腰を かけました。 

/ 〜 

その H . ヒット ラ— は’ この 酒場に 「六 人 クラブ」 の 集 含が あると い 
ふこと をき いて •わざわざ やうす をな にもた のでした。 

「六 人 クラブ」 とい ふのは > 六 人の 人が 集つて. 政 沿に ついて’ わたが' 
ひの 考 へを 話し合 ム會 だつた のです。 おもだつた 會 員は •載が 齡の ァシ’ 
トン •ド レッ フス ラ I .な師 の ゴット フリ I ド •フエ ダー などで ありま 
した。 

ヒット ラ （がは いつて 巧つ たと きは •ち やう ど フエ ダ I の 話が ナんだ 
ところで. 化の 一人が 立ち上りました。 その 巧は •オー スト リアは •ド 
ィッと わかれた ぶが ょい •とい ム描說 をして か. レ’ と くいさう に、 
『いかがで 卞 •みなさん。 おの 考 へは 』 


と •あたりを 見 まは しました。 


『反對 だ 。 J 

ヒツ トラ！ は •すつ くリ 
立ちした。 

『それは 《 大 へんな まちが 
ひです。 才 I スト リアと ド 
ィツは. もともと 同じ 民が 
です。 二つの 國 は‘ ずを に 
ぎり 合 ひ. 助け合 ひ •一つ 
の國 にならなければ いけな 
いので ナ 。才— スト リアの 
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幸福は’ このほかに ありま 


せん' 


ットラーがぃひまし 


た。 


した。 みんな 
は •ヒツ 


- ラ I 



ばち ぱ ちと-みん 
るが 手を たたき ま 


の溃說 


に贊戚 
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したので す。 

鞭 ホ屋の ドレ ッフ スラ I が ヒット ラ I の そばへ 近づいて • 

『君は •どなたで すか 。 J 
と. ききました。 

『アドルフ •ヒット ラ JOJ 
『そして •わ 年は 』 

つ 手 一歳。』 - 

『しつれいで ナ が’ どこに か 住みです か。』 

『聯隊に つとめてを ります。 伍ち です。」 

- まもなく •ヒツ トラ I が歸 らぅと すると. ド レツ フス ラ— は •入口 ま 
で 追 ひかけ てきて • 
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『これを 讚んで 下さい 。 J - 
小さな 本を わたしました。 ' グ 
『を 難う 。 J ' . 

ヒット ラー は、 本を ポケットへ 押し こんで. そのまま 聯隊へ かへ り ま 
した。 本の 表紙には つ われらの 政治の 回 ざめ」 と ありました。 

ヒッ トラ ー は •パラパラと 頁を めくつ てを りました が’ そのうち にね. 
つ しんに 讀 みだして •とうとうを はりまで 讚んで しま ひました。 

ドィッを 愛せと いふ こと、 どう すれば ドィッが 幸福になる かとい ふこ 
と そのほか •いろいろ 書いて ある ことは' いつも ヒット ラー が考 へて 
ゐるのと" ょくにたことばかりで’ しかもヒツトラーの考へてゐるょり 
も •もつ とがく. くは レく 油 巧いて あつたの です。 


『これは 愛國 者の 言葉 だ。 こんどの 集會 にも 巧つ でみ ょえ』 

ヒット ラ— は’ ひとりごとを いつて > 木を 大切に 棚の 上に のせました。 
自 みと 同じ ことを 考 へて ゐる 者が’ 同じ 町に ゐ ると 思 ふだけ で •大 へん 
うれし かつた のです。 希望の 化り が •すこしづつ 近づいて くる やうに 思 
へたので あります 。ヒット ラ I は •ミュンヘンへ 來 てょ かつた、 と 思 ひ 
ました。 ’ 

一週間 ほどの ちに •「六 人 クラブ」 から. 郵便が とどきました。 

『君を 黨 貝に する ことにき めました、 みの 集會 にも、 ぜひ 出席して 下さ 
ぃ 。ド ィッ SS が liDJ • 

手紙には •さう 書いて ありました。 ヒッ トラ I は’ を かし さう に 笑 ひ 
ました。 
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(おやおや •僕は •いつの 間に か •々人 クラ プの黨 員に されて しまつた 
ぞ。) 、 

笑 ひな ボら’ ヒット ラー は’ を 場へ 出かけて 巧き ました。 小さる’ が 
らんと した 會 場には’ 四 人の 人が. たいくつ なやぅ すで、 椅子に かけて 
をり ました。 しばらく すると、 一人 來 ました。 またし ばらく して 一人 來 
ました。 かぅ して 六 人が 集りました。 「ドィッ 勞 働を 驚」 とい つても •人 
數 はこれ だけな ので T 六 人 クラブ」 ともい はれて ゐ たので ありました。 

やがて* 會議がはじまりました。 それがすむのをまつて. ヒットラー 
は、 {黨 のこと について' わからない ことを ききただしました。. そして • 
黨 W には •ごく わづ かなが 谨 しかない こと や、 帳面 もなければ’ ゴム 印 一 
つない ことが わかりました。 それ どころ ではありません。 ドィツ 勞 動を 
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歎は どんな ことを ずるの かとい ふこと ずら •はつき りきまつ ては ゐ なか 
つたので す。 

ヒッ トラ— は •すこし あきれました。 こんな ことでは. 大ぜ いの 人に 
仿 化される 円 あてがありません。 . 
《この やうな 仲 脚に 加 つても. なんにも ならない のでは ないか しら。) 

ヒツ トラ I は， ちへ こんで しま ひました。 

『僕の 入戲 のことは、 すこし 考 へる あ ひち 巧つ て 下さい。 ニニ ー n です。 
ご 二 一日のう ちに‘ はつき りした 遊 事を します。』 ’ 

さう いつて •ヒツ トラ I は 聯隊へ もどりました。 

ドィッ 勞 働を 黨 へはい らう か •はいるまい か、 ヒット ラ— はを ひまし 
ち。 政が 家に なつて •ドィッを 救 ふためには、 一人の 力では‘ とても だ 


1 け 


めです。 同じん を もつ た大ぜ いが •力を なせなければ できない ことで ザ。 
しかし •それまで あつた ドイッの 政黨 は. どれ もこれ も考 へが まちがつ 
'て ゐる上 •黨 員の ねつ しんが をり ません。 ドイッ 勞 働を 潰は. 人數 こそ 
まだ わづ かし かをりません が、 考 へが； 化しい。 ドイッの ために 力を つく 
うう として ゐ ます。 ドイッの ための. ただ】 つの 政黨 であります。 

(ょし-入 黨 しょう。 ドイッ 勞 伽お黨 を. ドイッ 第-一の 驚に し •正しい 
を 治を 行 ふの だ。) 、 

けつ しんが きまる と’ ヒット ラ I は •すぐ じ 山 かけて 巧つ て. 「六 人ク 
ラブ」' ドイッ 勞働者 驚に’ 入黨 のず 緩き をす ませました。 

黨貝第 セ號^ ^ヒットラーは、 ドイッ勞側お黨の. セ人目の黨なにな 
ク たのであります。 
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ナチ スの旗 

ヒッ トラ— は ドィッ 勞 働を 驚を’ 大きく しょうと して. 力を つくし ま 
したが. 思 ふやう にり きませんでした。 集會を ひらく たびに 集つ てく る 
めは •いつも 黨 員の セ 人 だけです。 

「七 人 だけでは しかたがない。 もつ と大ぜ いの 人を 集めて •われわれの 
考 へを きいて もらは うでは ないか 。 J 

ある 日の 集會 で’ ヒット」 フ，- は‘ かう いひだし ました。， 

『それは さう だ。 大ぜい 集つ て くれれば. それは うれしい が •どうして 
人を 集める のか 。 J 

『人に 知らせる の だ。 集會の 場所と 日を 知ら‘ せて •みんなに ホても らふ 
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の だ 。 J 

ヒット ラ I の考 へに •六 人の 老も すぐ 賛成し ました。 そこで* 巧 刷し 
た 手紙を’ ミュンヘンの 町の 人たち へ’ 二百 おもだし ました。 ことに’- 
ねつ しんな ヒッ トラ ー は. 自分， だけで 八十 かも 出しました •しかし •そ 
れ ほどに しても 人は 集りませんでした。 

『これでは いけない。 新聞に 廣吿を 出さぅ ではない か 。 J 
新聞に 廣吿 する には、 廣吿 料を とられます 。ヒット ラー は. 持つ てゐ 
る だけの 金を' みんなの 前に 出しました。 

『僕 も 。 j - 1 
『僕は これ だけ ある 。 j 、 

セ 人の 驚 具は それぞれ 金を だしました 。ヒット ラー は •その 場で 廣吿 
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を 善き •すぐに 新聞社へ とどけました。 「ミ ユニッ ヒナー •ベ オ バ^夕— 一 
とい ふその 新聞に’ この 廣吿 がで ると. 町の 人 もめ づ もしく 思つ たので 
みぅ か。 集會 には’ 百 十】 人 も 集りました。 

ヒット ラ J は •二番目に. 溃獻 する ことにな つてを りました， 

' r ヒット ラ I 君。 大丈夫で すか 。 J 
議長の ハ— ラ I は、 しんぱい さグ にきき ました。 

.『演 說が できる か •とおつ しやる ので ナ か。。 

「さぅ です。 せっかく 大ぜ いの 人が 集 つても. 波說 がま づ いと.^ んな 
歸 つてし まひます からね え 。 J 

ヒツ トラ I は、 につ こり 笑 ひました。 . 
『まを、 巧て ゐて 下さい 。 j 

■/ 

—— ご 1 ミ 1 こ _ 
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そして、 ヒツ トラー は溃 境に 立ちました。 
r 諸君。』 . 
といつ たヒツ トラ I の聲 は. ぴ一ん とひび きわたり ました。 ハー ラ— 
も、 思はず身體を のりだしました。 ヒットラーの聲は> だんだん商くな 
りました。 また 時には ゆつ くりと •大水の 流れる やぅに’ 力强 くつ づき 
ました。 

巧 十一 入の 人 も •六 人の 黨貝 も. ヒット ラ I の 言葉を、 二 胃 も 脚き の 
がすまい と •ザを すませました。 

ドィッ人は ドィッを 護らなければ いけない 。ユダヤ人と ユダヤ人の ホ 
先き の マルクスを 義 あに. だまされ てはいけ ない —— 。 • 
ヒット ラ— は 叫びました。 二十 か だけが 說 する はず だつ たのが、 一 こ 十 


じ 3 


を あまりにな つてし まひました。 

溃說 がをはつ たと き •會場 には. われる やぅを が もが おりました。 そ 
の拍手は’ ょぅいに歸まりまホんでした。 ヒットラーの溃說は. きいて 
ゐた 人を •ムの そこから •感動 させた のです。 

一人の 黨 具が. 帽子を さかさま にして. 人々 に， 时 かつてい ひました。 
『われわれの 考 へに 賛成して 下さ. る 方は. いくらでも 漱辦歡 を祭齡 して 
• 下さい。』 ， 

そして’ 會 場を まは りました。 人々 は ょろこんで •搬 燃や 載龄 を‘ 冒 
子の 中へ なげこみました。 あとで 數 へて みると •みんなで I 二な マルク ば 
かりにな りました。 • 

セ 人の 黨 員の 顔は •かがやきました。 . 
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『これ だけ あれば’ また 溃說會 を ひらく ことができる。』 

一人が いひました。 ナ ると •ヒツ — ラは ずを 振つ て* 

『溃 說會が ひらける の もうれ しいが. それよりも •もつ とゼ いじな こと 
が ある。 それは ミュンヘンの 人たち が、 僕らの 考 へに 賛成して ゐる とい 
ふこと が ホ かつた こと だ。 しつ かり' やらう。 僕らの がが はいくら でも ふ 
える の だ。 いよいよ、 これから だ 。 J 

『さう だ。 ドイツ 勞 働を 黨萬歲 だ。』 

黨 貝は 勢 ひつきました 。ユダヤ人 も 共 產黨も かそろ しくは ありませ 
ん 。ドイツ人 のん は •ドイツ人の 也に 通じる •とおつ たからです。 

集會を ひらく たびに. 架つて くる 人の 數も夕 くを りました。 巧 巧 十 人*‘ 
一音 人と ふぇて •二週間 目には •四 巧 人に をり •が 盼齡 もたく さんで き 


じ 弓 


ました。 そこで •黨 '-^4 


の％ を T 蝴お 社會ま 
義ド ィッが 娜歡」 と 
かへ ました。 「ナチ 
ス」 とい ふのは. こ 
れ をもぢ めて 呼んだ 
夕 であります。 

ナチ K にを ると • 
それまで 黛が だつ た 
ハー ラー が やめて， ド 


レ ッ フ ス ラ 1がんらばれ 


国 & かを 己 東 お だ こ 星を 
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ましち ド レッ ミラ， は. ヒッ トラ f と 相談して‘ 黨の 大會を ひらき， 
、、ユン ヘンの 人に ナチ スの 正しい ことをから せようと しました" 

一九二 〇 年 二 巧 二十四日。 

ナチ ス の 大會 の 日です。 前 口に 巧の おや 巧の 人 月に っき や ごと ころ 
へ まつ ホを はり 紙を はりました。 はりが には •ナチ ス大會 を 知らせる 
文字が. 大きく 書いて ぁりました。 

赤 レを はお 產黨で •よく 用ゐ るを ですから •きつと 共產黨 員が 怒る 
だら う。 ヒット ラ f はかう 思つ て. わざと 赤い をを 用ゐ たのでした。 

ヒ ットラ—の思つたとほりです。 共產黨貝はおりました。 

『ナチ スの やつ。 われわれを ばかにして ゐる 。よし •それなら •やつら 
の大 をを たたきつぶ してやる ぞ。 J 
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共產黨 員は. 巧の 人人に まぎれこんで •會 場へは いつて しま ひました。 
.セ 時 十五み になり ました。 もぅ 開會の 時間です 。ヒット ラ— が’ いそ 
いで 會 場へ かけつけて みると’’ 會 場は •人で いつ ぱいでした。 

『あを. ょかつた 。 J 

ヒッ トラー は ■ほつ としました。 もし 人が 集らなければ •ミ ユンへ グ 
の 人が •ナチ スを きら ひだと— いふ ことになる のです。 ヒット ラ J は. そ' 
れ ばかりが， しんぱいだ つたので す。 ， 

ヒット ラ J は’ 二恭 目に 溃說 しました 。お 壇に 立つ て. 】 言 二言い が 
はじめる と’ 

『だ ミ 。 J 

と •叫んだ ものが あります。 
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『ヒツトラ》、 ひつ こめ。』 

うう となつ たもの もあります。 

共 產黨貞 です。 共 產黨员 が •ヒット ラー の 演說を •じ やましょ うとし 
たのです。 

『靜 かにした まへ ‘J ’ . 

ヒッ トラー は. 聲 のした 方を •ぐいと にらみつけました。 

『騷 ぎた てるおは •會 場から 出て 巧き たまへ。 J 

『何 だ。 ほらふき ヒット ラ—。！！ 

『やめろ ヒツ トラ I •引つ こめ。』 

あちらから、 こちらから. 共產黨 のらん ばう をは. ヒット フ— 目が け 
て’ とびかか りさう にしました。 そのと き ■巧 盛のう しろから、 さつと 
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を どり 化た ナチ スの 若者たち があります。 

『じ やまを。 來 い。』 

ナチ スの 若を も 共產黨 貝との 問ち はげしい 爭 ひが はじまり ましち 
たちまち •會 場は •蜂の 巢 をつつ いたやぅな 騒ぎです。 が •それ もゎづ 
かを 間で •會 場は また. もとの やぅに 靜 かにな りました •ナチ ス の若老 
たちは •あ ぱれ まは る 共產黨 具を とらへ て •會 場から つき出して しまつ 
たのであります。 

r 諸焉』 

ヒット ラー は’ 聲 をはり 上げました。 

『いまの 騷 ぎを 何と 見た か。 ナチ ス は‘ 正しい ドィツ人の 道を 巧く の だ。 
ナチ ス のじ やまを する 者が あるならば •たれで も 遠慮は しない。 ナチ ス 
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は力づ くで も •これを うちやぶ つて 進む まで だ。 ナチ ス には •おそろし 
いとい ふことは ない。 ドィッの ために’ ただ！ 一 県 直ぐに 進む だけで ある。』 
わつ， とい ふ聲 。そして 雷の やうな 拍手。 

聲と拍手は. いつまでもつづきました。 ヒットラ1は. しばらく演壇 
に 化つ て’ 騷 ぎの しづ まるのを またなければ なりませんでした。 やがて 
靜 かにな つたので. 溃說 をつ づける ことができました。 

『ここに •わが ナチ スの實 巧し ょうとす る 二十 五ケ 條の 約束が ある。 J 
ヒット ラー は •第 一條から' たかだかと 讚み 上げました。 そのたび に 
を 場には. 雷の やうな お 乎が 起り ました。 

大 貪は •か うして 大成功を を さめました* 

ミュンヘンの 巧の 人は. 爭 つて ナチ スに入 驚し できました。 學若も あ 
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りました。 軍人 も ありました。 商人 も 職工 も. 若い 學生も ありました。 い 巧 
まの ゲ— リング！ 兀帥 も' ヘス 副總統 も、 この ころ 入 驚した 黨 具で ありま 
す。 

あるとき， 溃說 をしながら •ヒット ラ J は’ 满 壇の ナぐ 前で •ねつし 
ん にきいて ゐる靑 年に 目を 
つけて をり ました。 波 
說 がすむ と. この 靑 
がは •つかつかと ヒ 
ッ トラ ー に 近づいて 
爹 ました。 

『僕を 黨貫 にして 



さい。』 

『君は たれ だ 。 J 
ヒツ トラ I は， 靑 
年の たのもしげ な權 
がを なつめました。 

「ヘルマン •ゲ I リ 
ング 。ミュンヘン 大 避の 
學 生です。」 

『なるほど。 りつ ばな み體 をして ゐ るね 。 J 
『軍人です から。』 

『軍人 だつ て？』 
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『さうて す。』 

ゲーリングは、 につこりして、 ぃひました。 

『大戰 に 行きました。 リヒト ホ I ヘン 飛巧隊 にを つたを です 。 J 
「さう か。 僕 も 軍人 だ •伍長 だ 。 J 
ヒット ラ I は •靑 年の ずを にぎりしめて." 

『ょろこんで •入黨 して もらは う 。 J 
と， いひました。 ' 

この 靑 年が •のちの ゲー リング 元帥で をり ます。 ゲー リング も •ヒッ 
トラー の やうに. 世界 大戰に 出征した ドィッの 兵険 です。 しかも 歌， かし g 
校だつた のであります。 ゲ I リングの 加つて ゐ た’ リヒト ホ.- ヘン 飛 3 
除の 隊廣 リヒト ホ-- ヘン 中尉は、 聯合 軍の 飛行機を’ 巧臺 もうち おとし 
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た有名な奧±であります。 その部下のゲーリングも 隊長にまけない勇 
主 だつ たのであります。 

また •あるときの 演說會 では. 溃說 をき きながら •しきりに 膝を たた 
いて ゐる 男が. ヒツ トラ I の 目につきました。 

『君は’ なぜ 陈を たたいた の だ。』 

をと で. ヒツ トラ ー が たづね ると. その 男は 答へ ました。 

「あなたの 溃說 に感ム して •そのたび につい 膝を たたいて しまつた ので 
す。 あなた こそ •ドィ •ツを 救 ふ 人 だ。 あなたを らばき つと やりとげられ 
る。 をはが 說を ききながら、 ぅれしくて たま レな かつた のです 。 J 
『では •ナチ スへ 入黨 する 氣 はない か。 j V 
「あります。 大 ありです 。 J 
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かぅ いつて •すぐに 入黨 しました。 これが アドルフ. ヘス •のちのへ 化 
ぇ 副總統 であります。 かぅ して ナチ スの黨 員に なつて からは ゲ I リング 
も ヘス も •ヒット ラ I の ホ 腕に なつて’ ナチ スの ためには たらき ました。 
第二の 化 界大戰 とい はれる、 ポ— ランド 進軍の はじまつ たと きに. 戰線 
へ 向か ムヒッ トラ I がいつ た 言葉が あります。 

♦ 

「ヒット ラー に， 何 かかは つた ことがあれば、 あとの ことは ゲ， _ リング 
元帥に ついでも らふ ことにした。 もし. ゲ I リング 元帥に も かは つたこ 
とが あれば •その かは りは ヘス 副總統 である 。 j 
■とい ふので す。 かは つたこと とは. た ふれたら とい'!^ ことです。 

ヒッ トラ ー が’ ゲ！ リング. ヘスの 二人を. どこまでも 信じて ゐ ると 
いふ ことが わかる ではありません か。 . 
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そのころ には •新しい 黨 貫が はいつ てきた ばかりではありません。 黨 
の 規則 もで きたし’ 突擊隊 をつ くり’ 旗を つくつ たりし ました。 突擊隊 
とい ふのは、 演說會 場へ 共產黨 員が きて. 溃說を ぶちこは さぅ とする の 
で •これと 戰ム ためにつ くつた のが はじまりで. のちには’ 人 數も夕 く 
なり •鐵 棒を もち、 きまつた I 乂擊隊 の 服を 着て' 軍隊と 同じ やぅ じなり 
ました。 巧は ハ I ケン クロィッ ツ とい はれて ゐる 'あの 逆まん じの しる 
しの ある 旗で’ ナチ スの黨 旗であります。 日本の 戰网 時代の 武將も •み 
な自 をの 隊の 旗を もってを りました。 楠 木 正が の 「觀 が」 や • 齡 邮韵械 
の 「六 §」 などが それです。 - 

ハ— ケン クロィッ ッ は’ 外が はが ホで. 中に，：：！ い 化が あり’ その 中に 
黑い 鈎の 十字が 描いて あります。 この 旗に ついて. 「赤は、 われわれの 考 
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へを あらは し 十字は 闘 ひ を をら はすの だ*」 とヒツ トラー はいつ てを 
ります。 、 

ハ J ケン クロィッ ツは 'ミュンヘンの 町 巧に ひるが へりました。 窓に 
も ひるが へりました。 ホと 白と 黑の •あざやか なをは •たれの 目に もす 
ぐつ いて、 一目で ナチ スの 成' とい ふこと がわ かりました。 巧擊隊 は. 力 
I キ をの 服を 着て •さあ みんな も 元氣に —— とい ふやぅ に 巧を ねり ホき 
ました。 

とつ げ 》 た—% 

突擊隊 

西暦 一九二 一年 一巧。 聯合 國 は. パリ— で會議 を ひらいて. ドィッ か 
ら一 千億 マルクの 賠償金を とる ことにき めました。 賠償金と いふのは. 


じ 9 


戰爭に 負けた 网 から •勝つた 國 へ’ 戰爭 でつ， かつた 歡狀 をはら ふこと をが 
いふので す。 

ドイツの 人たち は. あまり 賠償金が 夕 いのに •びつ くりし ました。 そ 
んな にはら つては •これから •ドイツ人が くらして 巧く こと もで きさぅ 
にありません。 • 
『それは 反對 だ。 J . 

ドイツの 愛 國圃體 の 人人は •ひどく 怒りました。 

一 そんな ことを ききいれる 政府 も •あまり 意氣 地がない ではない か。- 

人人は 口口にい ひました ，じつと して ゐる こと もで きません。、、 ゴ 
西から 束から. 王宮 前の ひろつ ぱへ 集つ てきました。 將軍會 館に も •は 
げし レ波說 をが ひら ぅれて をり ました W / - 


このまま にして おいたならば •どの やぅな 大騷 動になる かわかり ま ザ 
ん 。政府は’ 大ぜい 集つ ては ならぬ とい ふ 觸れを だした 上 •軍険 と攀氣 
に 命じて' 集つ てゐる 人を 追 ひ はらは せました。 銃を 持つ たお 止と’ ピ 
ストルを もつ た 警官は’ 血眼に なつて •巧を とび ホき ました。 

ヒツトラーはじめ. ナチスの人人は. ひどくしんぱいしました。 ドィ 
'"ッ は， 騷 いで ゐる ときでは ない と 化 ひました。 みんな がんを 合せて 進ま 
なければ ならない とき だと 考 へました。 それには 演說 辞を ひらいて. 大 
ぜ いの 人に •この 考 へを 詰 さなけ れぱ なりません。 

ナチ スは溃 說會を ひらく ことにしました。 その 日は 二 巧 一二 日 •場所は 
チル クス •フロー ネ でありました。 、 ， 

ヒツ トラ J は •急に にしくな りました* いくつ 身 酷が あつても 担り な 




いほ ど. 忙しい ので ナ 。わ づか 十み で •溃說 の 下！！ 阿き を 書き •ナ ぐに 夕が 

ィプ ラィター でぅた せた くら ゐ •亡し かつたり です。 

♦ 

いよいよ 一二 日の 朝に なりました。 巧には 雨が ふつて をり ました。 っ斬 だい 
雨です。 それに’ 風 もす こし 岀 たやぅ でし > こ。 

『トラック がま ゐ りました。』 

武裝 した 突擊隊 貝が •ヒット ラ I のと ころへ’ とんで きました • 
『よろしい。 では •すぐに 巧 意を して’ 

巧發 I 」 ■ 

『はぃっ 。 J 

} 

聲 といつ しよ に. ばらばらと あ 
ら はれた 隊員は. トラック のわき 


ち，/ 



up 



族に、 まつ 赤な 布を 卷き .その上 

に. ハ ~ ■ケン クロィッ ツ を 押 し 
ホて ました。 

『行つ てま ゐ ります 。 J 
一 裏に 十： 五六 人づっ 
のせて •二臺 の卜 
ラックは •す さま 
じい 音を のこして ホり だ 
しました。 

雨の 中を まつし ぐらに を 
る. 赤い がを をいた トラ ッ 



3 . 
4 . 



ク， その上にはためく’ ハ 1ヶ ン 八 ロ ィッ ッ。 ヵーキをの突擊險の元氣 M 
な 姿。 トラックから 投げる 溃說會 の ビラは、 雪の やうに 散りました。 

『ナチ ス だ* J 

『溃說會だ。 ヒットラ1のお說がぁるぞ。.1| • 
巧の 人は’ 目を そば だてました。 ミュンヘンで ヒット ラー の 名を 知ら 
ぬ おはみ りません。 ドィッが つぶた るか どうかの だいじな 域 合に' ヒッ 
トラー は 何を 考 へて ゐる だら うか。 人人は、 それを 知りた かつた ので、 す。- 
人人は •夕方になる のを 特 つて •チル クス •フロー ネへ 押しょ せて まゐ. 
りました。 

溃說 貪は’ セげ から はじまる ので •それまでに 會 場へ 人が 集まらな け 
れ ば. この 演說 貪は 失敗と いふ ことになる わけです。 ヒツ 'トラー は. 十 


巧 ことに 電話で 會 場の やうす をき いてを りました。 

『大丈夫で ず。 もうを 場は 凹みの ミく らゐ はいつ てを ります。 狐沪辭 歡 
の 前は •まだいつ ぱいの！ < だかり です 。 J 

八ぁづ おか 旷に かう いふ 電話が かかつ てきました。 

『うまくい つた ぞ 。 J 

八げ 二み 常に ヒット ラー は. 自動 巧を を 場へ 走らせ ましを •雨の 中 
に そびえた 會 場には 六 千 人を まりの 人が‘ み 動き もで きない やうに つ 
まつて を U ました。 

ヒット ラ I が •溃 壇に 立ちました •六 千 人の 人が •わつ とを どり 上つ 
て， 手を たたきました。 みん る咐’ ねつ しんにき きました。 ときには. 
水を うつた やうに 靜 かにな り： ときには. あらしの やうに 叫びました。 
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そし cl 一時間 あまりの ながい 溃說 がをはる と. . 

『ハイル •ヒット ラ！。』 • 

どこからともなく’ さぅいふ聲が起りました。 ハイ^^とは 「萬歳」 と 
いふのと 同じ ことで 「ヒット ラ ー 萬 歳」 とい ふ 意味で をり ます。 

『ハイル •ヒット ラ I 。』 / 

『ハイル •ヒツ トラ ー。』 

いつまでも その 聲が つづきました。 そしで. やぅ やくを はつた と 思 ふ 
と •大ぜ いの 聲は •ドイツ 國歌 にかは りました。 

ドイツょ ドイツ すべての 上に 
世界を あげて すべての 上に 

ヒツ トラ ー も •を 勢を 正しくして •いつしょ に 歌 ひました。 ヒツ トラ 


♦ 


146 


|の目には- 淚がうかびました。 ' 

ミュンヘンの 町の 人は •ヒット ラ 1 を 倩 用し ました。 ドィッを 救 ふ、 
は ヒトッ ラ I だ* かう 思 ふやう になり ました。 ヒッ トラー のをを 見る と 
すぐに 右手を 高く さし 出して. あいさつす るので ありました。 

『ハィル •ヒツ トラ IOJ 

ナ ると •ヒット ラ J も-右ず を 上げて こたへ るので した. ， 
ごィ ル！」 

これを おて. ざんねんに 思つ たのは. 共產黨 です。 共 產黨は •どこ ま 
でも ヒツ トラ I を 敵に し. ヒツ トラ ー のじ やまを しとうと しました。 
旗 說會が あるた びに 押し かけて 行つ て •大聲 で わめきました。 小石を 投 
げつけるやうなこともありました。 けれども， ヒ ツトラ》は巧れまをん。 
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いよいよ 聲を 大きく して •ユダヤ人と 共 產黨の わるい ところを’ 人人に 
知らせる ので ありました • 

ある 演說會 に’ 共 產黨の ひけ ふを は •ビー ル びんを. こつそり もつて 
巧き ました。 そして. 溃說 中の ヒッ トラー 目が けて’ 遠くから 投げつ け 
ました。 

ビール びんが •ヒット ラ— のす をかナ めて •ぅしろの 歴で •ガ —ンと 
割れました。 ガラスが ぴ かつと 光つ て とびちりました。 

『船 豁縣を •にがすな。 J 

ナチ ス突 擊隊の おを は‘ 共產黨 員に • 丸の やぅに とびかかりました • 
共產黨 員は •かくして ゐた ナィフで、 斬りう けました。 なぐつ たり’^ 
つたり のはげ しい 爭 ひで. けが 人 も 化ました が •負けて 逃げる のよ. い 
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つも 共逢黨 貝に きまつて をり ました。 四 五十人の 突撃隊員が、 八 巧 人の 
共產黨 員を やつつ けた こと も ありまず。 、 

r 力づ くで くる ものは •力づ くで た ふせ。 化 ハ產黨 には •る さけを かける 
な。」 

ヒツ トラ I は’ かぅ いつて をり ました。 突擊隊 貞は •よくこの 言葉を 
まもつ たのです。 ヒッ トラ ふ 命令が あれち 敵の かはい ふまで 套り 
ません。 火の 中へ でも •水の 中へ でも’ よろこんでと びこんで 巧く ので 
ありました。 - 

巧と 鐵棵 

ナチ スと化 ハ溃潑 とは •かたが ひに 階み 合 ひました。 共. 豬 驚よ •ナチ ス 
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を ぶちこは したいと 考へ • 
ナチ ス は、 共 產黨 を’ 

人の こらず 征伐したい 
とぶ ひました。 こ 
の 二つの 團體 は， 

いつも にらみ 合 
ひ. 會 ひさへ す 
れば 、はげしい 
爭 ひを 起した の 
であります。 そ 
れに ドィッ 政府 
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も’ ナチ スをじ 
やま もの あつ 力 
ひに して， ナチ 
ズの する ことを 
抑へ つけよぅと 
十る のでした。 

一九ニ ニ 年には • 

故府の 目が、 いよい 

よ ナチ スの 上に 化り. • 

ず チス黨 貞は > どしどし 警察へ つれて 行かれました。 ナチ ス では. 政府 
.にむ かつて、 その 考へ 方が ちがつ てゐ ると 巧 意し ましたが 、化が はきき 



ム 々占 - 
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J 


いれません。 ： 

六月、 ナチ スの大 行進が 行 はれました。 いままでに なかつ たやうる. 
大ぜ いの 進軍で ありました。 

/■ 

、音 樂隊を 先. 頭に かてて •制服の 黨員數 千 人が. 列 もみださずに ナナむ 
ところは •まるで 規律 正しい 軍隊の やうに 堂堂として 見えました •六ケ 
中隊の 突 擊隊は •この 大 池が を 守つ て’ じ やま ナる ものは 一巧ち と •す 
る どい 目を 八方に くばつ てゐ るので す。 見物の 人たち は. 目を みはり. 

ぃま / 

思は ず 息を のんだ のでした。 かう して’ 巧 盤が' 王宮 跑 場へ ついた とき 
でした。 そこに 巧ち ぷ せして ゐた 共產黨 員は •行列に むかつで •見物の 
人 ごみの 中から、 ばらばら ル 石を 投げつ けました。 いつもの ひけ ふるや 
りかた です。 


I 
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『化て こい，」 

突擊 隊員は’ 見物の 中に まぢ つて ゐる 共產黨 員に いひました。 

『來 なければ， 引き 山す ぞ 。 J 

すると •共 產黨 貞は’ こそこそと •人 ごみの 中に かくれて しま ひまし 
た。 中には 巧つ てく るを も ありまし たが •たちまち •突 擊隊 にたたき ム 
せられて しま ひました。 

ヒット ラー は •廣 場に 集つ て ゐた人 入に’ 演說 しました。 六 常人 ばか 
りの 人は •拍 ずして •ヒット ラー に儀腑 したので した。 

かぅな ると. いょいょ くやしが つたのは 共產 黨でナ 。何とかして ナチ 
スに 一泡 ふかして やりたい と’ 時を ぅかがつ てを りました。 ナ ると、 共 
途黨 にと つて •この 上を しとい ふとき がま ゐ りました 。一九ニ ニ 年 十 tip 化 


のこと でナ 。ドイツの 愛 國圃體 が •コ I プル グに 集つて •大 含を ひらく 
とい ふこと がかれ たのです。 ナチ スも •その 會 場へ 出て 行く にき まつて 
をり ます。 このと き •ナチ スを やつつ けて しまは ぅと’ 化ハ產 {慕は •かぅ 
考 へたので す。 

ナチ ス では’ 共產黨 に. 深いた くらみが あるとは 知りませんでした V 
もつ とも けつして ゆだんす る ナチ ス ではありません。 いつもの とほり 
突擊隊 十四 ケ 中隊 八 百 人が、 ミュンヘンを あとに •コ ー ブル グ への 汽車 
にの りこみ ました。 途中の 停車場に も' ナチ ス黨 貝が 待つ てゐて •あと 
から あとから 问じ 巧を にの つたので、 巧 車は たちまち 滿 具です。 窓から 
は’ 元氣な ドイツ 闕 歌が もれ， ハー ケン クロイッ ツの 旗が’ ひらひらと 
動きました。 
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巧 車が n I ブル グへ 驚いた とき •停車場は. ナチ ス黨 員と ハー ケ 'ンク 
ロイ ッツに うづめ られ. ハイルの 聲 はわれ かへ る ばかりで ありました。 
いよいよ 停車場 前から’ 行繼 しようと して、 斷 がを 組んで ゐ ると •大會 
の 係りが U あわで てかけつ けて きました。 

『隊を 組ん' ではい けない ことにな りました。 j 
『なぜ だ。 たれが •いけない といつ たの だ 。 J 

『共產 黛から、 中し 巧て きたので す。 ナチ スが臟 がを 組んで 巧 進ナ るな 
ら •共產 黛は 化 害する といつ てゐ ます。 J 

共逵黨 と‘ きくと •ヒツ トラ！ は. かんし やくを 起しました。 
「われわれは. 共產黨 からの 命々 はう けない。 はつきり 脈。 る。 大會の 係 
りは •なぜ. 共を 黨の いひ ぶんを きくの だ。 共毙黨 が. おそろしい のか。 


155 


ナチ ス は， 化 ハ 產黨が じ やまを するなら. はねとばしで 盤む まで だ 。 J % 
ヒット ラー は、 髙 くずを. 擧げ て' 前 遊を 命じた ので ありました。 

ラッパが ひびきました。 ハ I ケン クロィッ ツ は、 へん ぼんと ひるが へ 
りました。 前 遊 •前進。 靴音は、 どつ どつ と 大地’ を ふみならし •止 ほこ 
り. が’ もうもうと 舞 ひ 上りました。 

大 會の會 場に きめられ たが 擊揚 には. 共豫黨 員が. 手ぐ すね ひいて 待 
つてを りました。 ハ— ケン クロィッ ツが なえる と. 共演 黨 員は’ さつと 
散つ て ナチ スの 周闽 から •わめき 叫んで •あばれこんで きました。 

「何を ッ 。 J 

突 齊隊ろ 化ち むシ ひました。 そして •數 みのの ちには •うちの わさ L 
た 共產黨 貞は’ 頭を かかへ て 逃げ だしてし まひました。 . 


共 產黨が 負けた のです。 けれども •どこまでもず るくて，， 飘 IH 静 のは 
たらく 共遗黨 では •かげへ まは つて' ナチ ス の 惡口 をい ひふら すので を 
りました。 

『コ| ブル グ巧民 諸君。 ナチ スに ゆだんす るな】 ヒット ラ I は •コ い ブ 
ルグの 平和を みだしに きたの だ。 巧擊隊 はコー プル グをぷ ち こは さぅ と 
ナ る爆彈 だ" われわれ 共演 驚は •市民に かは つて’ ナチ スを n — ブル グ 
から たたきだす つもり だ 。 J 

ぅは さは. すぐに •ヒット ラー の 耳に もは いりました。 聞きの がず こ 
とのでをないぅはさです。 ヒットラ1の旧がきりりと上ると. 突擊隊に| 
巧つ て 命令を 下しました。 ' 

r 巧け。 正验と 巧氣を 愛すを ナチ ス巧擊 除の 諸君。 敵は 共 產黨ち 巧 
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つて 巧擊 除の ねうちを 知らせて やる の だ 。 J 
おう —— 。 

いつせい に 叫んだ 巧擊険 員は. すぐさま 敵の ゐ ると いふ 觀 "へ かけ 
つけました。 共旗黨 員は 一人 ものが さぬ ぞ •と 勢な こんで 行つ たのです。 
ところが •何とい ふこと でせ う。 突擊 隊員が くると いふ ことを きいた 共 
產黨 員は •その 麥も 見ぬ うちに、 どこかへ 逃げ出して •揀兵 嘶には 一人 
もの こつて をり ませんで した。 I 

巧擊險 は. ぽかんとして’ 張 合 ひぬ けがして しま ひました。： iT ッ トラ 
1 も •あきれて しま ひました。 ' 
口先き だけの ひけ ふを を’ 相手に して ゐて もし かたがありません。 ヒ 
ツ トラ！ は •ミュンヘンへ もどる ことにして* 停車場へ 引き上げ ためで 
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ありました， 

ところが. 困つ たこと がで きました。 汽 をの 巧る 巧閒 がせ まつて ゐる 
のに た 車 じは 速轉 でも 乂ホ もゐ ない ありさまです。 いろいろ しらべて 
みると 汽 をの 乘組 貝が. が 旅 裳：。 にだ まされて’ ヒット ラ— を 困^せ 
るた めに •わざと 化んで ゐる とい ふこと がわ かりまし > こ。 

『ょし’ その 男たち を さがし 出せ 。 J ' 

ヒットみ一 の 命令で •突 擊隊は •かくれて ゐた乘 紙 おを 姑つ けだして 
きました。 

「君たち は’ なぜ 巧 革を 動かさぬ のか。』 . 

ヒット ラ I の するどい 目で に. レ まれる と. 下を ぅつ 巧いた きりです。 
『わかつた。』 巧 


ヒット ラ— は’ ちよつ と 笑 ひました が •すぐに 眞耐 目な 颜 になり まし w 

ち - 

『君たち は. 共產黨 にだ まされて ゐ るの だ。 それで. われわれ のじ やま 
をす るの だろう。 だが われわれは •すこしも 困らない ぞ。』 

さう いつて r 黨 員に、 

『この 巧たち を‘ 汽 をに のせて しまへ。 j 
と •いひつ けました。 

『君たち が’ どうしても 運轉 しないと いふなら •われわれが 運轉 する 9 
その かは り •巧 車に まちが ひが 起れば’ 君たち がだい】 に 死ぬ の だ。 よ 

いか。 たれで もよ い* 巧 軍を 動かせ。』 

これを きくと •いままで. 啞の やうに だまつて ゐた乘 が 貝が.- . 


『待つ て 下さい 。 j 
と’ 口を ききだしました。 

『そんな あぶない ことは やめて 下さい。 私たちが 運轉 しまず。』 

『さう か 。 j 

ヒツ トラ I は、 こんど こそを かし さう に 笑 ひました。 

間もなく' 巧 巧は' むくむ くと 赌 をはいで •コー ブル グを 出發 したの 
でありました。 汽車の じ やまを して、 ナチ スを 的^せ ょうとした 共を 黨 
は’ またしても 失敗して しまつた のです。 ヒツ トラー のために • ^ 嚴をか 
かれて しまつた わけです。 走り だした 巧 巧を 見て •地 だんだ ふんで. く 
やしが りました が’ どうに もな りません。 ヒツ トラ I は、 時間 ど S りに 
ミュンヘンへ もどる ことができました。 
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ヒツ トラ^- をら ^ — > 

一九ニ ニ ー年 一月 十一 日は •ドん ツに とつで •大 へんな 化來 事が 起つ た 
日です。' フランス 軍が •ドイツ 領の ル！ ル 地方を 占が した 日であります。 

『ドイツは 約束の 賠償金を はらは ない。 だから その かは りに. ル！ ルを 
巧領 したの だ。』 ‘ 

フラン. スで はかぅ いひました。 しかし •ドイツ人が •だまつ て 見て ゐ 
る わけはありません。 . 
r らん ばぅ だ 。 j ■ 

『弱い もの いぢめ をし すぎる 。 J 

ドイツ人は. 拳を に ダつ て. フランスの 巧を にらみました。 くやしく 
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で、 巧き だした もの も ありました。 けれども 大戰 のために 貧乏に なつた 
ドィッには’ ろくろく 鐵跑 も大跑 もありません。 軍隊 もゎづ かを 人數で 
すし. それに 食物に も 凹つ てゐ たくら ゐ ですから. フランスを 相手に 戲 
爭 する ことな どは’ 思 ひも ょらぬ こと だつ たのであります。 

『ざんねん だが •しかたがない。 がまんす るの だ。』 

總理 大臣 クノ I は •國巧 にむ かつて. かぅな だめました が* どこまで 
も反對 する をが、 ずくる くありません でした。 大戰 じ齡聯 した ル L アン 
ドルフ 將軍 も. その 一人で ナ 。ヒット ラー も •また その】 人で ありまし 
た。 

ル.- デン ドルフ 將 軍と、 ヒツ トラ I は •あると ころで’ こつ そり あつ 
でから クノ ー 政が をた ふす 相談を しました。 二人は •フランス のらし 
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ばうな しうちを 詔し あ ひました。 ドイッを りつ ばな 闡に して' らん ばう 
を フランスに しかへ しを しなければ ならぬ. かう 相談し ました。 

二人の ちへは •ぴつたり とな ひました。 クノ I の やうな 意氣 地な しの 
大芭を やめさせて. もつ と强 い、 しつ かりした 人を 大臣に し. 力の ある 
政府を つくらう とまで* 約束し ました。 二人は’^ ろい ろな 方法を めぐ 
らして •時を まつて をり ました。 

そのうち にも’ ヒット ラ I は. 每 日の やうに 溃說會 を ひらいて. 政 巧 
の やりかた のま づ いのを な擊 しました。 ドイッ 入は 立ち- If ら .なければ な 
ら ぬと •聲 をからして 满說 したので あります。 

ヒット ラ I の 波說は •巧閒 にの つて •ドイッ 巾に 知れ わたりました。 

(ヒット ラ I は、 かならず ドイッを 救 ふじち が ひない。) 
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I 


ドィッの 人人は •さぅ 巧 ひました。 ’ 

ミュンヘンへは •東から 西から. ヒット ラー と 间じ考 へを もつ 人人が 
大ぜい 集つ でまゐ りました。 すると、 ここに もまた、 共產黨 員が、 もぐ 
りこんて きました。 ヒツ トラ J や ナチ ス のじ やまを する ためだつ たので 

十。 ， 

愛國 をたち は考 へました。 ぐ づぐづ して ゐれぱ •ミュンヘンの 人が. 
虫 ハ產黨 にだ まされて しま ふか も わかりません。 そこで. お蕉黨 ょりも 先 
きに 人人に 愛國 おの 考 へを 知らせて. みんなの ムを そろへ させな けれ 
ばいけ ない と 化 ひました。 

を阐 おたちの 骨を りで •十一月 八 円の 晚 .ビュル ガ アブ ロィ 廣 場で、 
ホ 民 大會が ひらかれる ことにな りました。 ナ こし 寒い 日でした が’ 集る 
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人たち は. ドィツを 思 ふんで いつ ばいです から •寒い とも 思 ひません。 
あと か。 あとから つづいた 人の 列は •たちまち 會 場を ぅづめ てし まひ ま 
した。 '1 

會が はじまつ て閒 もな くのこと でした。 どこから ともなく. 八 臺の卜 
ラックが 會場 めがけて 走つ てきた かとぶ ふと •ぴたりとと まつて* 力 I 
キ たの 服を 溝た 若 若が. いなごの やぅに とび わりました。 そしで •あつ 
とい ム 間もなく •ぐるりと 會場 をと りを、， てし まつた のです。 

『ナチ ス だ。』 . 

『驚 製齡 だ。』 - 

人人は •口口にい ひました。 

その 姐り です。 ナチ スの 巧擊隊 です。 しかも •まつ さきにな つたのは 
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短い 口慶 に、】 目に それと わかる* ヒッ トラ I では ありま をん か。 

ヒット ラ— は. 巧 擊隊を 左 あじした がへ て. さつと 會 場の 入口を かけ 
上りました。 - . 

人人は 何 ごとが 起つ たの かと 思つ ろうしろ を おり 向きました。 心 
人の 目に’ 突擊隊 封の すがたが うつりました。 

『何し にきた の だら う。』 

かう いつて ゐる .そのと きでした。 

パン. パン。 I 

ヒス トルの 音が， ひろい 貪 場に ひびきわたりました。 見れば •ヒット 
ラ I のれつ た ピストルから’ すうつ と. 煙が 巧て ゐる ではありません か。 
ほかの 贤 貝の 手に も •ピストルが ぎらぎらと 光つ てゐ るので し ►こ。 
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『靜 かに •'靜 か 
に。』 

ヒツ トラ ■—は 
いひました。 そ 
して、， なをを ど 
ら せて. 波 壇へ か 
け 上つ たのでした。 
ほかの 隊員の ピスト 
ルは. ヒット ラー を 
かば ふやぅ じ-波 墙 
につつ 口を 向けて を 
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まず。 

ヒツ トラー は • 

會 場を にらみ 
まは してい 
ひました。 

「湿いで はい 
けない。 われわれ 
ナチ スは •今晚 の 含を つぶ 

しにき たのでは ない。 騷ぐ ものには’ ピストルが ある。 外には 六 巧 人の 
隊員が ゐ る、 機 關銃も ある' 0J 

會 場は， あまりの ことに、 たれ】 人物を いふを もな く’ しんと 靜 まり 
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かへ りました。 

ヒット ラ I は' そこに ゐたフ オン •力 I ル將 軍の 前へ、 つかつかと 近 
ょつ て 巧き ました。 

『閣下に お話したい ことがありまず。 どうぞ こちらへ。」 

先き に 立つて' 奥へは いつて 巧く のでした 。フォン •力 J ルは’ ヒッ 
トウ I につ づき まし わ； その後から. ロッソ！ 將 軍. ザ ィセ ル 大佐 もつ 
, づ いて、 別室へ しりぞきました。 

何 ごと か 起つ たので せう。 ヒッ トラ— は •何のた めに •こんな ことを 
したので せう。 會 場に ゐた 人には •す. こし も わかりませんで したが > 間 
もな く’ その わけが わかりました。 

ヒットラーが、 ふたたび满壇にあらはれたからです。 フォン.力1ル 
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も ロッソ I も ザ イセ ル も. あんしんし たやうな 顏を 見せました。 

『ドイッ 國巧 諸君 。 j 

演說 にの ぼつた ヒット ラ I は •まづ 叫びました。 

，『わ.； ^ われ ドイッ 闕 おは、 五 年 前の 今日 •われわれ 國 巧を • 々 R の やう 
な 苦しい 立場に した 政府を わすれない。 今 R かぎり’ 大統領 HI ベルト 
を 免職に する， 諸君. エ— ベルト 政府は た ふれた のです 。 j 

その 聲 が. をはる かを はらぬ うちに* を 場には •わつ と •ときの 聲が 
あがりました。 集つてゐた人人が’ ヒッ トラ！ の言葉に'. が載がだ つた 
からで ありま 了。 - 
『新しい 攻府が •いまでき 上つた。 統 臨は フォン •ヵー ル齡 で、 な 相 
はプ H ナ I 閣下‘ 闕防軍 司令な. ロッソ I 將が • 齡職ザ イセ ル大 化。 
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國 防軍總 指揮官には ルー デン ドルフ 閲 下を お 願 ひした。』 

わつ •とい ふ聲が •また わきあが りました。 

『まだ ある。』 ‘ 、 
ヒット ラー の聲は 獅子の ほえる やうでした。、 

『アドルフ •ヒット ラー は’ ただいまから’ ドイッの 總理 大臣と なる。 
ヒット ラ ー は ドイッを々 円の やうに ちしめ た國 民の 敵を どこまでも 
やつつ ける の だ。 諸君は’ おを 倍 用して ほしい 。 J 
撤 ずが おりました。 

『ハイル. ヒツ トラ IOJ 

破れる やうな 叫びでした。 

いつの 間に か. ルー デン ドルフ おがの 姿 も あ。 がれました-人人は， 


じ？ 


將 軍を 見る と また 叫び. 巧ず をく りかへ して. 夢中に なつて しま ひま 

しち 

フォン •力— ル將 軍は •ゆつ くりした 調子で. 溃 おに 上りました。 - 
『諸君。 フ オン-カー ルは. ドイツの ために. 力 かぎり 働く ことを ちか 
ひます。』 

すると’ ヒツ トラ— が •カー ルの 前に 進んで、 •いひました。 

『ド' イツ 國 民は •闆 下に お禮を 中し 上げまず。 j . 

つぎに、 ル L テン ドルフが 軍が •溃墙 に 上りました。 將 軍は 斬 動し く. 
口を ひらいて •ドイツ 网民 のかく ご •ドイツ人の しなければ な > レぬ 大事 
をつ とめに ついて •おごそかに いひ わたしました。 將 軍の 話が すナ むに 
したがつ て 人人は 目を かがやかし •ずに 力 こぶを いれない では ゐられ 
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ませんで した。 なにもかも’ 将軍の いふと ほりだつ たからです。 人人は 
ホ 的 ひました • ’ 

八 この 將 軍の 下で •われわれ ドイッ人は •も いちど 化ち 直る の だ。 方法 
は.’ ヒット ラ— が敎 へで くれる。 二人を たょり •二人の 言葉に したがつ 
で ゐれば 主い の だ。) ’ 

將 軍の 言葉は •火を はくやぅ につ づきました。 

『では 諸君。 力 かぎり •根 かぎり •ドイッの ためにつ くさう。 働かぅ。 
われわれの. まこと ある 正ん い 精神には •神 も 味方され るで あらぅ …… 。占 
脾 軍が 满 壇を 下りる と、 ロッソー とプ H — ナが なつて. あいさつ をし 
ました。 そして. ミた び’’ ヒツ トラー が 進み出ました。 . 
『今日から •新しい ドイッが はじまる の だ。 名擧 ある y イッ 闕 歌を 歌は 
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まづ ’ヒッ ，トラ I が 歌 ひだし ました。 ル f デン ドルフ 將軍的 鶴。 も 動 ま 
ました。 

みんなは 立ち上りました-そして •腹の 底から 歌 ひました。 

ドイッよ ドイッ ナベての 上に 
世界を あげて ナベての 上に 

含 場 も 破れよ と 歌ふ聲 。その 聲は •ドイッの 巧し い 山 發を祝 ふ. 國巧 
の よろこびの 合唱だった のであります • 

「りが 離 歌」‘ 

ト イッの 新しい 政府は. かぅ して できあが りました 。ヒット ブーり 山 
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のでる やうな 巧んで •できあが つた 政が です。 ビュル ガ アブ ロイの 會踢 
の國漱 は. たちまち ドイツ 闕 中へ、 ひろがつ て 巧つ たので ナ 。國 民は、 
ルー デン ドルフ 萬 歳 •ヒット ラー 萬 歳を さけび ましたが •その 夜のう ち 
に. また 大事 件が 起つ たので ありました。 

フォン •力 J ルが 裏切つ たのです。 カー ルは •.ヒット ラー の 前では. 
新しい 政府に 賛成し’ 統監になる 約 東を して おきながら .ヒット ラ C 
別れて •會 場を 出る と •その 口先で、 ミュンヘンの 聯隊へ かけこん だので 
した。 

『ヒット ラ I と ルー デン ドルフと で' 政府を た ふさう として ゐ る。 巧 巧 
大 含で •ヒット ラー はいつ てゐ た】 いまの 政府は ドイツの 敞 だ’ ほんと 
の 政 時は 自 みたちの 政府 だ‘ と。 そして •ヒット ラ I は自 みから 總理大 
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臣 だとい つた 。 J I 

フ オン •力 I ルは、 ドイッ 中へ’ ラジオで そのこと を 放送した のでを 
りました。 これでは まるで 敵です。 ナチ ス突 擊隊の 若者は •かつと 怒り 
ました。 - 
『フォン •カー ルは* にくい 裏切 おです。 このまま にして おけば •ナチ 
スは .かならず 政府に ねら はれます。 どぅな さる おつもりで すか 。 J 
若い 突 擊隊は •ヒット ラ I の 命令を まもました。 しかし、 ヒット ラ I 
は 騒ぎません j 

『フォン •力 I ルは 裳 切つても •ドイッ 國 巧は-われわれの 巧 方 だ。 騷 
いでは ならぬ。 突擊 除は 武器を すてて 行 池せ ょ " j 
ああ' その 言葉。 どこまでも、 ドイッ 闽 巧を 信じた ヒット ラ I だつ た 
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のです。 

ヒット ラー に そむく をは 一人 もありません でした。 鐵 棒を すて-腰の 
ピストル をは づ した 突擊険 は. ゐ せいよく ミュンヘンの 町を 巧 進し まし 
た。 

先頭にはためく、 ハ，ケンクロィッツ。 はればれとした. ヒットラ| 
のを！ ‘ 

そのと き、. フ オン •力— ルの つげ 口で •これを 知つた 政府は. 巧官を 
かり 集めて •町の 角 巧に かくして おいた のでした。 

ヒット ラ I を 捕へ よ。 ル I デン ドルフを 捕へ よ。 

醬 巧からは •かぅ いふ 命令が 化て ゐ たので ありました。 

嘗官 除は •たちまちを どり 出て •ヒット ラ I と ルー デン ドルフ 目が け 


178 


で •つき 進んで きました。 

IK 擊 除は ヒッ トラ— ル， デン ドルフの 前ち 心掛 をつ く ミ ふせ 
ぎました けれども’ ヒッ トラ— の 命令て ピストル も’ 鐵棒も 持 ミ 
ホな ぶ繫隊 でした。 ぃ；/ ら强く yj も. 穿 ザでは. ピストルを もつ た 者 
じ •勝つ ことは できません。 ピストル がなる たびに、 突 紫 隊員は 路の上 
にた ふされました。 

ルー デン ドルフ 將 軍まで が •船の あたりを 傷つ けられた。 しく、 服の 
上に •血の ながれる のが 見えました。 

ヒツ トラー のす もとを •ヒユ I ッ と、 彈が とんで 巧き ました。 

『早く。 いまのぅ ちです。 j 
巧繫隊 おは. ヒツ トク— にい ひました。 
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『しん ばいず るな。 ヒット ラ I のみ 體 に、 臆病者の 彈が あたる もの か。』 
ヒユ ー ッ 。また、 禪が とんで きました。 

癌 Vj 

ヒット ラ I の 服を かすつて とんだ 一 發の彈 丸は' この 騷 ぎに 逃げ おく 
れ た.】 人の 少年を きずつけました。 

『どぅした。』 

ヒット ラー は •少年の そばへ かけょつ て、 た ふれた み 年を 抱き上げ ま 
した。 少年の 足から’ ぼたぼたと 化が したたり 落ちて ゐ ます。 

ヒット ラー は、 子供が 大好きで あ U ました。 ことに モ 供は つぎの ド 
ィッの 國 ほです。 大きくな つてから’ ドィッの ためには たらく •だいじ 
を國の，^です。 ですから" ヒットラ1は.子化を大がにしました。 
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み 年 おけが をした の皇 ては •そのまま にしておく わけには いきませ 
ん 。•- . 

『がまんす るの だ。 すぐ 醫 者に つれて 行つ て やる ぞ。』 — 
ヒット ラ— は •少年を •肖 動を にかつ ぎこみ ました。 

『この 少年は •おが 醫 をへ つれて 巧く 。 J 
いつた かとみ る まに •自動 苹 は. 敵味ス のはげ しい 爭 ひの 中を くぐつ 
で 夕の やぅに をり 去つ でし まひました。 .. 

『小父さん。』 

けがを した 少年が’ ヒツ トラ I に. いひました。 

r 僕を 救つて くれてを 難ぅ。 小父さんは 親切です ね， 小父さんの 名は 何 
と- > ふ の？」 
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『小父さん かい。 ル 父さんは わ： アドルフ •ヒット ラー 。 J 
「えつ。 小父さんが ヒット ラ— 小父さん か。 僕 知つ てます よ。 ナチ 
ス •僕は 大好き ご 。 J 

少年 ば •ぅつと りと、 ヒツ トラ I を 見上げました。 

『さぅ かい •大きくな つたら’ ドィッの ためにつ くして わくれ。 小 父 さ 
んが .よくた のんだ よ 。 j 

ヒットラーはやさしく' 少年の 腕を さナ つて やりました。 

ある 病院の 前へ くると •ヒット ラ I は、 自動 审を とめ. 少年を 横抱き 
にして •とんとん とお 段を 上つ て 行きました。 

ち この 少年を たのむ 。 j ‘ 

隐 おのず へ •ヒット ラ I は’ 一つ かみのを を わた ナ と. 释 者が 何 かい 
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ふのを きく ひ まもなく.. 表へ とび 山して しま ひました。 もう 自動車には 

め. りません。 横町の 細い 露路の 中へ とびこんで’ 盛路 か-レ 露路 へ’ 追 ひ 

ん けて くる 臀 宵の 目を くらまして. 遠くへ にげて 巧く ので ありました。 

南へ •南へ。 ヒット ラ I は、 夢中で 走つ てを りました。 捕 へられた く 

をい ムで いつ ぱいで ありました* けれども •身體 はだん だんつ かれて き 

まず。 をは 棒の やうに 霞くな り. ずは 他人の ものの やうに だるくな つて 

きました) それに 腹が すいて’ げ吸ナ るの も 苦し < るりました。 

何時間 かのちに •ヒット ラ f は •あるが 排 家の 前に 立つ てを りました。 
トン トン. トン トン 0 

ヒッ トラー は •戶 をた たきました。 

『おう 雖 だ。 いま 開ける ょ。- 
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家の 中から 聲 がしで. 大きな 男がぬ つと 顔を 出しました。 男は、 なた 別 
こと もない ヒツ トラ— の 姿に. をを かしげました。 

『あんた は' どこから 來 たの だね。 J 
「ミュンヘンから 來 たを だ。』 / 

ヒツ トラ— は •正直に いひました。 うそを いつて はいけ ない’ 5 んと 
ろ ことを 話して •このな 姓に たすけて もら ひたい。 かう 思つ たか. レで を 
'ります。 けれども •ゆだんは できません から. じつと 相手の やうす をう 
みが ひました。 * . 

『ミュンヘンは •えらい 騒ぎ だとい ふこと でね え か 。 J 
男は’ 戶を あけながら‘ 

r とんな 騒ぎが あらう と’ わしら は 何にも しらね えこつ ち や。 まあ. こ 


ちらへ おはいりなさい 。 j 

さう いつて. ヒッ トラ I を 中に いれ ましたが •しば. レく 讀 へてから’ 
家を 通りぬ けて. 兹 にある •抑 崖へ つれで 行きました。 

『きたない ところ だが •ここの 方が 靜 かで ょいで がせう 。何 か 食物を も 
つてき ますから、 ゆつ くりな され。』 

巧は •食物を とりに 行きました 。ヒット ラ I は •淚 ぐんだ 目で. その 
ろしろ をを 見送つ たのであります？〜 

(あの 男は あを ナチ ス だと 知つ てゐ るら しい。 ひょ つと すると' ヒッ 
トラ I だとい ふこと も わかつ てゐ るので はない か。 ヒッ トラ I は •政府 
の わ たづ わ 者で、 警官に 追 はれて ゐ るの だ。 それな のに ♦親切に してく 
れる。 有難う。 ヒットラーは. けつしてこの親切をわすれない！) 
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b ッ トラー は. ム のなかで いひました。 が 
男は •あたたかい ス I プ や’ 燒 きたての パンを. 運んで きて •ヒット ラ 
1 にナ すめました。 ， 

- ! ' -■ . 

- まつい もの ばかり だが、 たくさん 食べて 下さい。 足らな かつたら •お 
めを も •もつ てきます だ。 はは ょは 。 J 

ス—プ をず すり •パンを 食べながら .ヒット ラ f は. 胸り なかが •熱 
> 、なるやぅな 氣 もちに なりました。 

「食へ たら そこの ベッドで おやすみなさい。 ここへは' たれ も來 さを 
る こと ぢや ありません。 朝までで も. 晝 までで も •ぐつ ナり蜗 —します 
だ 。 J 、 

につ こりして 男は 出て 行きました。】 人に るつ たヒッ トラー は’ 义 


クド にがに なりました が、 なかなか 眠れ ミ せん。 營な隊 との ものすごい 
爭ひが. ありありと目に唯んでくるのでした。 フォン .力—ルのにく、 
裏切り 勇し い 突 擊隊の 働き。 ぐるぐ ると’ 预の 中で まは る、 その 日の 
こと 0 ' 一 

(將 軍は どうな されたら う。) ！ 

—ル （デン ドルフ 將 軍のは げしく 怒つ え聲が •すぐそばに 聞え る やうな 
氣 もしました。 一- . 

ずきんず きんと 右手が 痛む ので •腕を しらべて みると. あかく は la 
がつ てを ります。 爭ひ のさい ちゆうに. 齡へ ころんだ とき. おかな に^ 
にあた つたの vj せう。 

ヒット ラ— は. そつと •腕を ふつて みました。 挪龄 には’ 乂 がない せ 


387 


いか、 ぞくぞくと 寒ぐな つてき ました。 

がさつ。 音が しました 。ヒット ラ I は 立ち上つ て •戶 口から 表 をの 
ぞいて みました 。たむ も 

おたやぅ ずは あ 、 ^ 夏 
りません が、 
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ので ありました。 

ヒツ トラー は •また ベッドへ もどりました。 そして •靜 かに 目を つむ 
りました。 

(こんどは 失敗した。 ヒツ トラ！ は 負けた。 しかし •おしま ひには •か 
ならず 勝つ。 それまで、 がまんし なければ いけない。 こんな ふうに. 逃 
げ步 いたと ころで’ いつまで 逃げられる ものでは ない。 朝に なつた ら- 
い さぎょ く醬 察へ あのつて 出ょう。} 

ヒツ トラ I は •かう かくごし ました •ナ ると、 心が おちついて. いつか 
ぐつ すりと ねついて しま ひました。 

朝になる と •ミュンヘンの 瞥 察から’ 大ぜ いのおが きて •納屋の 戶を 
あけました。 ピストル をずに して. いざと いへ ば 擊つぞ .とい ふやうな 
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身が まへ でした。 I 
「とうとう やつて きたね。 ごく. レう 。 J . 

ヒッ トラ— は’ きちんと 服を 煮て •納 唐の 中に' 祭つ て 化つ てを り ま 
し/ 瞥省は ヒ ツ ト ラ |を引きホ で ました。 ヒ ツ ト ラ —は" ゴを家り 
ホ 人ち ^ 

I ■いろいろ 親切に して くれて ’ を雞 ぇぃつ かまた か 目に かか‘ ぃう。」 

と’ いひました。 

ヒット ラー は、 その 言葉を わナれ ませんで した。 ドィッの 撒搬 にな コ 
てから •この 巧 姓 家を たづ お ぁつく f いつた 上’ 寡のと ミへ っ 
れ歸 りました。 いを ミトラ ふそ ばて 身の まは りの こと やを 事の 
世話を して ゐる カン ネご ルグ とい 文が. このな 姓 家の ま 入で ぁりま 
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f い厂 — 



ルー デン ドルフが 軍 も 
と ら へ. ら れ ま し た 。 ゲ ー 
リンゲ も. ヘス も. ナチ 
スのわ もだつた 人は •大 
ていとら へられて しま ひ 
ました。 

ヒット ラ I は 裁判所へ 
まは さわて •巧 年の 一二 月 
一一 一十一 日に’ 五ケ 年の 刑を いひ わたされました。 もつ とも 五 ケリで 假化 
巧と いふ ことには なつて ゐ ましたが •それまでは G 阳 になり ません。 ラ 


ンズ ベルグ 刑務所の つめたい 部 尾に’ とぢ こめられ たので ありました。 
黨 員の ヘス も いつしよ でした。 

忙し かつた ヒット ラ I 於は. 刑務所の くらしが •たいくつで たまり ま 
せんでした。 

「いみが です。 ナチ ス のこと や •ナチ スの 精神を’ 本に お書きに なつて 
は。』 

ヘスが ある 日 かう すすめました。 

『本 もよ いが. 本よりも. をは 溃說 のはう がすき だ。 演說 のはう が. 人 
のん を 動か ナ にはよ い。』 

ヒツ トラー はい ひました。 

『でも •刑務所では •溃說 はでき ません。 ぜひ わ 書きなさい。 私 も挙記 
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くら ゐ は’ か乎傳 ひし ませう。 J ' 

ヘスは’ しきりにす すめました。 ヒッ トラー は， なかなか ききいれ ま 
せんでした ボ .あまりね つ しんに すすめられ るので. とうとう 書く こと 
にしました。 子供のと きのこと や、 ナチ スの逆 動を はじめてから のこと 
などち くは しく 書き ましち これが’ を 名な 「わが 郎 g 」 とい ふ 本で 
あります。 この 本は •ヒッ トラ ふ 名と ともち 世界 S 國へ ひろまり 
化界の 人から •愛讀 さむて をり ます。 

ド ィブの 夜明け 

五ケ 月と いへ ば •わづ かな 間です。 けむ どむ、 ヒット ラー には. なが 
いながい 五ケ 巧で ありました。 
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ランス ヘルクの が務 がを 巧た ヒット ラ I は •ょり 道 もしないで* まつ 
すぐに ミュンヘンへ もどつ てま ゐり ました。 

『ヒッ トラー が もどつ たさう だ。」 ' . 

『ぢ や* またな にか はじめる だら う。 J 、 

ミュンヘンの 人人は、 ょると さはる と V ヒツ トラ— のうは さを しまし 
t けれども ヒッ トラー は 何も しないので ナ 。どと にゐ るか さへ も わ 
かりません。 

ー ヒット ラ— は' ホ 淹黨に 負けて しまつた の だ。 口 

『ナチ スも おしま ひだ。 ヒット ラー は、 生れた 國 のオー スト リアへ' 歸 
つたと いふでは ないか。 J 
こんなう はさ さへ ありまし 


195 


ところが’ ヒツトラーは， オーストリアへなど歸りません。 ナチスを 
やめる どころ か、 一生 けんめいに 黨員 をが めて •じつと ときを 待つ てゐ 
たのです。 

暗は、 たちまちの ぅちに、 きました。 いきなり ナチ スの演 說會の ビラ 
が •町 町に とびちり ま 
した。 大きる ポスタ— 

が •爾 やかべ に •人人の 
目を そば だてました。 

『やつた。 やつぱり’ 

ヒツ トラ I は 免ら い 
ぞ T 
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ミュンヘンの 町は' 

もらしで も來 るかの や 
ぅに ヒット ラー の 評 
判が 高くな りました。 

滋說會 場の ホフ ブロ ィ 
ハゥスには. 一 常人 か 
らの 人が 利し ょせてき 
ま， した。 二 千 人し かは 
いれない を 場に 一一 一千 人 

も いれました が. 外に 立つ てゐる 人は •その 倍ょりも 夕 いとい ふ 恥ぎ で 
ナ。 
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♦ 


カー キ 色の ナチ スの 制服を 清た ヒット ラ I は’ 久し ぷ りで 溃 壇に 化ち 
ました。 . 

『謙 君。』 

と 叫ぶ 聲 にも かは りありません。 前よりも •がつ ちりと 强 さう になり 
元氣 いつ ぱいで ありました。 その 話には •人人の、 心を. 度の 底から ゆり 
うごかす. 强い 力が ありました。 

『ハイル •ヒット ラ—。』 

人人は •この 畔 びを 思 ひ 化しました。 
w ハイル •ヒッ トラ I 。』 ， 

その 聲 は、 町と いふ 町に* こだまの やうに •ひゾ きわたつ たので あり 
ました。 その 円から > 巧 擊隊の 若者が •巧に 姿を あらは しました。 また 
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.ヒット ラ I の、 自動車に のつ て •いそがしく どこかへ 出て 巧く を も 見ん 
ました。 巧の 人が、 ホ 乎を 擧げて . r ハィル •ヒゾ トラ I 』 と叫ぺ ば、 ヒ 
ッ トラ— も •右ず を擧げ て： これに 答へ ました。 

ヒツ トラ I と ナチ スの勢 ひは‘ たちまち もとの やぅに •盛んになり ま 
した。 

翌年の 六 巧 六 口の 大會 には •一 萬 人からの 黨 員が 集りました。 この 大 
會へ 出る ために’ ル I ル 化 方の 坑 かたちは、 トラック にの つて’ ミ ユン 
ヘンまで かけつけて きたくら ゐ です。 ル I ルから ミ ユンへ ン までは. 卜 
ラックで をら せても •四十げ 問 も かかる ほどは なれて ゐ るので ず。 こん 
な 溢い ところから 、觸！ ながく ると いふのは、 ナチ スに 信用が あつたか、 レ 
でず。 ヒット ラ I の ほかには' ドィッを 救 ふ ものは ない と •みんなが 思 
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つたからで あります。 

-1 ュ ルン ベルグの 大會 にも. 大ぜ いの 黨 負が 集りました。 その 數 は. 
十 萬 人 あまりで’ ドイッで も’ はじめて のこと だとい はれました。 

ミュンヘンに 起つ た ヒット ラ I あらし」 は、 かぅ して. ドイッの す 
みから すみまで 吹き まくつた のて あります。 

ヒツ トラ— はぶ ひました。 

(ドイッの 政治を ょくす るた めには •ナチ スの 政府を つ../ ら なければ い 
けない。 それには’ 議會へ 代議 止を 出す のが もつ ともょい。) 

そこで •ナチ ス は’ 代議 止の 選擧に 候補者を ぶてました。 ナチ スの演 
說會 が. ドイッ 中に ありました。 ハー ケン クロイッ ッは 、ドイッの すみ 
ずみ まで ひるが へつ たので ナ。 


200 


第一 おの 一九二 八 年の 選擧 には •ナチ ス から’ 代議 出が 十一 二人 だけ 出 
ました。】 九 一二 〇 がには. な セ 名の 代議 主が 出ました。】 度に 百 人ち か 
ぺ ふえた ので’ ナチ スの なかには •夢中に なつて よろこぶ を も ありまし 
たが. ヒッ トラー は、 ゆだんし ません。. 

『まだ ほんと に 勝つ たのでは ない。 われわれの たたか ひは これから だ 
ヒッ トラー は-かう いつて、 黨員 をはげ ましました。 

ナチ スの勢 ひが 强 くなる のを. よろこばな いもの も ありました。 その 
樂 一は 共雍黨 です。 共棄黨 では. 何とかして ナチ ス のじ やまを しようと 
牠談 した 末に、 おそろしい ことを 考 へました。 ヒッ トラー を 殺して しま 
はう とい ふので す。 

『ヒット ラ！ がゐ なくなれば’ ナチ スの 力は おとろ へる じちが ひない。 
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目 ざすのは ヒット ラ I 一人 だ。』 

共產黨 のらん ばう 若は* ピストルに 手を かけて •ヒット ラ I のす きを 
うかがつ てゐ たので ありました。 

一九 兰〇 年の ある 口です。 

ヒット ラー は’ ゲッベルス とつれ 立つ て. ナチ スの 本部を 出ようと し 
ました。 ナチ スの 本部は、 ベルリンに あつたの です。 ヒット ラ I も、 そ 
のころ は •ミュンヘンを 去つて. ベルリン にきて ゐ たのです。 

『ぁつ。」 •‘ 

ゲッベルスが いつて， ー ホ さがりました。 

ほとんど 同時に， ' 
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ピストルが 鳴りました。 入口の 物 かげから •一人の 男が とろめ き 山て 
ばつたり た ふれました 。と！： 時に. 突擊 隊員の 一人が •まだ’ 简 口から 
煙ので てゐる ビス トルを ホ 手に. かけょつ てま ゐり ました。 

「閣下 •おけが は。』 

ヒッ トラ I は •さう いふ 突擊 隊員に •につ こりして 見せました。 ゲッ 
ベルス も •笑 ひ顏 を’ ヒット ラ ー と 見合せ ました。 二人とも •かは りは 
なかつ たのです。 こんな ことが たびたび あるので .ヒット ラ I や ゲッべ 
ルスには、 いつも f 犬 擊隊の 見張りが ついで、 まち ポひ のない やうに 守つ 
てゐ たので ず。 ヒツ トラ I を擊 たうと した 男は’ ヒッ トラ I を臀つ 前に 
見張りの 夕擊 隊員の ため •自 みが 擊 たれて しまつた のです。 

巧擊隊 貝は’ た ふれた 男を し‘ レべ てから. ' 
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「閣下 •共 產黨 員で ナ 。入口を うろついて みる やう ナ がを かしい ので. 
ゆだんな く 見張つ てゐ たと ころ、 ピストルを 出した ので、 こちらから や 
つつけた のです が •やつぱり さう でした。 J . 

と* 

いひ 

まし 


た。 

『ひ 



け ふな 
なで ナ 。 J 
若い 突擊 隊員は， 
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にくにくしげ に. 口を とが。 せまし 
た。 ヒツ トラー は •た ふさむ たが 雍 裳；： 貫 . 
を •じつと 見つめて をり ましたが. やがて 
ふつと •ため息を はきました。 

『かはい さう に。 君は 共棄 歎の ために •巧し 
く戰 死した の だ。 共 蕉黨が 正しい 考 への もの . 
をら、 りつぱな 戰死 だとい へょう。 しかし 共產 
黨の老 へは あやまり だからい けない。 君が 死を 
おそれ ぬんで. 名嚳 ある ドィツ人 として 働いて く 
れ たのなら， どんなに ょかつた。 う。 をし いこと を 
した。 なぜ ドィツの ために 死んでくれ なかつ たの だ。 
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. 葵し い 死 花を さかせな かつた の だ 。 J 

かなしい’ ふりしぼる やうな 聲で •ヒット ラ ー はい ひました。 ダッべ 
ルスは、 だまつ て顏を ふせました。 若い 突擊 隊員 も’ うなだれ てし まひ 
ました。 

自 みを 擊 たうと した 敵で も. ヒット ラー はにく まなかつ たのです。 勇 
しい 巧 ひには かんしんした のです。 まちがつ た考 へを をし いと 化つ たの 
です。 かう いふ やさしい ムが あれば こそ. 味方の 者は •ヒット ラー のた 
めには •ょろこんで 死ぬ 氣 になる のであります。 

一九 1111 一年 (昭和よ 年〕 の選擧 には、 ナチ スの 代議 丈が. 一音 二十 九を 
になり ました ハィル •ヒット ラ！ の聲は 山 も 河 も ゆるがす やうに 
ドィツ 中へ とどろき わたりました。 
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一 乃 ミミ 蓮 V 巧 

じ ブ > •ヴ八 わ •じ ツト み*- か 嘴 見 



いの 代議 出が 之 
らび だされた と 
いふ ことは •ド 
ィツ 國 にが、 ナチ 
ス とと ツ トラ ー を膚 
巧した からであります 



が 7 




このと き ドイッの 大統領は’ ヒン デンプ ル グー兀 帥で ありまし たが. 元帥 
は’ ヒッ トラー を總理 大臣に して’ 內閣 をつ くる やうに 命じました。 一 
九 一一 一ー ニ 年の 一巧で ありま ナ。 

ヒット ブ ー は" ナ ぐに 內閣を つくり ましたが’ そのを かには ゲ I リン 
グも かつてを りました。 じつに’ ヒット ラ！ が ミ ユンへ •ンの 「六 人ク 
•ラブ」 へはい つてから •ち やう ど 十 ミ 年 目。 とうとう ヒッ トラー は* ド. 
イッの ために’ ドイッの 總理 大臣になる ことができた のであります。 

ドイッ 國 巧には’ 號 外の 鈴が リンリン なつて. ヒット ラ J 內閣 のでき' 
たこと をからせ ました。 ラジオの 聲 は が 巧 中に こので きこと をを リ 
ました. 

ナチ ス黨 員は •ハー ケン クロイッ ッを 高く かざしで. 巧 巧を ねりある‘' 
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きました。 巧の 人人 も， これに 加は りました。 . 

その 夜" ベルリンの 首相官邸 前には。 幾 萬 人の 人が 集つて’ ドイツ 國 
歌を ぅた ひつ づけました。 ♦ 

ヒット ラ I は •官邸の 高い ところに 出て. 人人の ょろこびを ぅけ まし 
た。 

『ハイル •ヒット ラ I 。』 

■ 

『ハイル •ヒット ラ IOJ 

いつまでも 絕 えない 人人の 聲 です。 そのたび に •ヒット ラー は •さつ 
と ホ 手を 擧げ て、 ナチ スの 敬禮 をす るので した。 

(ドイツ 國段 諸君。 ヒツ トラ I は •か をらず ドイツを 力 强い國 にしまず。 
岡 段 諸君 も •ヒット ラ— と 同じ ム になつ て •せいいつ ぱい. 力い つばい 
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ドイツの ためにつ < しで 下さい。) 

ヒット ラ— は’ ムの ぅちに 叫びつ づけた ので ありました。 

ハイル* ヒツト ラ^- 

ヒ ツ トラ I が •內閣 をつ くつて > 政治を とる やぅ じな つてから •ドイ 
ツ はすつ かり かは つてし まひました。 理窥 やで 怠け者の マルクス主義を 
と. 慾 ばりの ユダヤ人は. どしどし 外 阀へ追 ひやつ てし まひました。 共 
產黨も 消えて なくなり •のこつ たのは •ム から ドイツの ためを 思ム し 
つろ りした ドイツ、 d かり に な り ま した。 ヒット ラ？ は ナチ スの んら 
い 人で も •ドイツの ために ならない 人は、 るん りと なく •役を やめさせ 
ました。 


ク 
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ヒット ラ ー のん の 中は ドイッの ことば かりです。 ドイッ 國民 のん の 
中に あるの も. ドイッの ことです。 ドイッを 正しい 强い國 にし、 世界を 
な 平に 平和に したいと いふの が. ヒット ラー の のぞみな のであります • 
火 人 ばかりではありません 。ドイッの 子供 も’ みんな 同じんで す。 ドイ 
ッの 少年たち は. ヒット ラ— •ユ I ゲントと いふ 少年 鹽 をつ くつて •ヒ 
ッ トラー の やぅに 國 のためになる りつぱな 人に ならぅ としてを ります。 
ヒットラー.ユーゲントは‘ ょい ドイッ人に なるために’ 賴神と身體を 
鍊 える 少年 團でナ 。學問 もします が •運動ん します。 百 独の ずる こと も 
職 H のす る こと も そのほか 何でもして 働きます。 力い つ ぱい 働き’ 身 
體を义 夫に して •どんな 苦 じい こと、 つらい ことじ も 負けない、 精神と 
み體 とを-つ くつて ゐ るので あります。' 
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ヒツ トラ— は ヒツ トラ—* ユ ー ゲントを 大切に し ヒツ トラ I •ユ じ 
，ゲントの大會に. いつ も出かけて行き’ 少年たちと、 种ょ'>^樂しげに 
綻 をして をり 
まず。 

『君たち は- 
大切な ドィツ 
の賓 だ。 しつ 
かり 节つ でも 
ら ひたい。」 

さぅ いふと 
きの、 ヒット 




ラ I のぅれ し 
さぅな 韻を 見 
た 人は > ヒット 
ラ （は、 ほんと 
にやさし い 人 だ > 
とかう いつて をり 

す。 

ドイツは、 かう 
してたち まち ヨ I 


ロッ パーの 强い國 になり ました。 軍隊 も强 く. なかで もゲー リング 元帥 

、 

め ひ きゐる おおは. 担界 にお 名であります。 
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一九二 一九 年 九 巧 一日。 ドィッは ポ I ランドと 戰爭を はじめました 。ポけ 
I ランドのぅ しろには •ィギリスと フランスが ついて ゐ て. ポ） ランド 
をけ しかけた ともい はれます。 . 

戰爭の はじまつ た 九 巧 1 H の 前の 夜でした •ヒット ラー は •ただ 一人 
古、 ベル ヒテ スガ I デンの 別莊に ひきこも つて •まんじり ともせずに 考 
.へて をり ました。 この 別莊 は. ヒッ ドラ ー Q いちばん すきな ところです。 
がが は 高い 山の 上に あり. そこから’ 美しい 景 をが. 手に とる やぅに 見 
.える のです。 、 

山山には' 木が 巧り. ル徑が ありました。 道には、 小さな 草花が さき 
みだれ' まつ 靑 なをが ひろびろと， 山を つつんで をり ます。 ヒット ラー 
は •何 か 大事な ことを 考へ ると きには. いつも この 別莊 にきで •たれと 




も會 はずに •じつと いく 日で も考 へつ づける ので ありました。 

窓の そとでは •小鳥の 歌つて ゐる のが •何ともい へず 平和に 聞え てを 

，りました。 ' 

ヒツ トラ I は •額を おさへ て考 へこみました， 眞向 ひには. ビス マ I 
クの盡 像が. じつと こちらを 見つめて をり ます。 

(どぅしても だめな のか。 戰爭 をし なければ ならない のか。) 
b ツ トラー は 口の なかで つぶやきました。 

戰爭 はょ いこと ではありません。 戰パサ をし ないです むなら •こんなょ 
いことは ない のです が •しないでは すまない こと もあります。 ドィツは 
戟爭 をし なくて はナ まない ときに なつて ゐ たので ありました。 

一晚 中’ 考へ じ考 へた ヒット ラ I は •朝になる と. ペンを とり 上げて 
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ボ I ランドへ 進軍せ ょ. とい ふ 命を を 普き ました。 九 巧 一目 午前 五 時 十 
'一み でありました。 、 

まもなく. ヒッ トラー はべ ル リンに もどつ て. 議會 で. 乂 のでる やう 
を •はげしい 横 散を してを りました。 ポ I ランドとの 戰爭 についての 横 
'說 であります。 

『諸君。』 

と •ヒット ラー の 言葉は •人人の 胸を さす やうに するどく ひびき まし 
も。 ヒッ トラ！ は’ どうして 戰爭 になつ たかと いふ ことを、 ょく わかる 
やうに くは しく 話しました" それから •一 だんと 聲を 張り上げました • 
「私は 今日から’ ドィッの) 兵 ± となつ て-兵と ともに 行く ことにした。 
この 前の世 界大戰 では •私は いのち， かぎり 戰 つたみ 隊だ つた。 こんど も 
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同じ かム をした。 いま 清て ゐる この 私の 服は.’ 戰爭 がをはる まで’ けつ 
してぬ がない。 にくむべき 平和の f た ほし‘ 最後の 勝利が’ わが ドイ 
ツの 上に かがやく まで’ ヒット ラー は、 この 服を 着る であらぅ 。 J 

ヒツ トラ I は、 脚を さしてい ひました d 

ヒット ラー の 着て ゐる 服は’ 伍長の 軍服だつた のです。 この 前の世 巧 
大戰に •伍長 だつ た ヒット ラ！ は. こんど も そのと をと 同じんで 化 化す 
るた めに •わさ わざ 化 度の 服を 清た ので ありました。 總理 大臣 も 一 兵卒 
も 同 しよ になれ と レ^こと を 入 人に しら サ るた めであります。 

それから 一一 H 目の 夜で しち" ポ ー ランドへ. ポー ランドへ —— と 進軍 
ナる ドイッ 軍の なかを、 ハイル. ハイルの 聲を あびて、 まつし ぐらに 走 
る 一 墓の 自動車が ありました。 
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自動 革の 上には につ こり 立つ た ヒット ラ I がゐ たのです 。ヒット ラ 
1 は. 議會で 約 巧した やうに. 自み がまつ さきに 戰 線へ むかつた ので あ 
ります。 夜を にも それと わかる 伍長の 服が’ ドイッの 兵隊には. 光り か 
が やく 大將の 服ょりも りつぱに 巧ん ました。 

ポ I ランドが’ ドイッに 降參 したのは •その後. 間 もない ことで あり 
ます。 フランスが •ドイッ 軍の ために- マジノ 線を やぶられ’ パリー ま 
で 攻め こまれた のは. その 翌年の 一九 网〇 年の 春で ありました。 さう し 
で •ポ— ランドは ドイツ 領 となり. フランスは’ ドイツと 猜和 しました。 
め こる のは イギリスです。 それから ロシヤ です。 

ヒット ラー は、 敵國の 巧を にらんで をり ます。 ゲ I リング ー兀 帥の ひき 
ゐる .ドイッ 巧 軍は •ポ— ランドでは. 落下傘部隊を 用ゐ て’’ 敵を うち 
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ほろぼし .世界を おどろかせました。 また イギリスとの 戰爭 では-ロン 
ドンの まん やへ しきりに 爆彈を ふらせて をリ ます。 また ドイツが じ ま 
んの 大きな 大砲は •イギリス海峡の 波を とびこえて •イギリスの 木 ± へ 
飛んで をり ます。 

一九の 〇 年の 秋。 日本は •ドイツと 同盟 闽に なりました。 その あとで 
ドイツと 仲の ょい， イ タリ I も •同盟の なかまには いりました。 ミつ の國 
•は •しつ かりとず をに ぎつ たのです 。一一 一つの 國 の：！！！ 的は’ ホい 世界の わ 
るいと ころを こは して. 新しい •住みょ い •世界を つくらぅ とい ふので 
あります。 

ドイツの 子供たち は’ 同盟 岡：！！ 本を •みんな 大好きです。 日本の こと 
を知りたろつてをります。 ヒツトラ1* ユーゲントが わが 阀 へきた こ • U 


( 


ともあります， 

『君たち の. いち ぱん 愛する ものは 。 J 
ヒツ トラー •ユー ゲン 
卜の 少年に •かう きい 
f てこらん なさい。 ヒツ 
トラ I •ユ I ゲントの 
少年は •きつと つぎの や 
うに 答へ るで せう。 

『ドィツ。 J と。 

「では •君たち のい ちばん えら 
いと 思 ふ 人は？』 ' 





no 


「ヒツ トラー oj 

きつと. かう 答へ るで せう。 
ドィッの 子供は •ヒット ラ I を 
尊敬し ゎッ トラ— のい ふま まに 
したがつ てを ります。 さう すれば， 
ドィッの ために 巧に なつ りつぱな 
人に なれる と 信じて ゐ るからで を 
り ま寸。 

ドイツの 子供が •いちばん うれ 
言葉は’ きまつて をり ます。 

『ハイル •ヒット ラ I 。』 



さぅ に 叫ぶ 
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そして •を 手を 高く さしのべる とき •ドィツの 子供の 目は •いきいき 
と嗤 くので あります • 


巧？ 


I 


あとがき 

大ホ邮 戰爭が はじまりました。 ながい 閒’ ，り ボ國 のじ やまを し， ァジ 
ア のが 和を かを みだして ゐた アメリカと イギリスを、 こらしめる ときが 
きました。 

アメリカと イギリスを •アジアから* おひ はらは なければ なりません。 
アジアので 和の じ やま ものを •たたきふせなければ なりません。 ア メリ 
力と イギリスは •蒋介石を けし かけて、 わが 國に 戰爭 をし かけさせ たの 
•です アメリカと イギリスを ぅたなくて は， アジアは 平和に ならない の 
であります。 

ア シア ぱ かりでは なく ョ I ロ ッパも •アメリカ ど イギリス がを つて 


の） 


は •平 おになら ない のです。 この 二つの 凹は •じぶんたち だけが ょけれ 
ば. ほかの 网は .どんなに くるしんでも ょいと 考 へて ゐ るので す。 そこ 
で* ドイツと イ タリ I も. アメリカと イギリスを 相ずに 戰 ふこと じな つ 
‘ たのです。 アメリカ •イギリスは •アジアと ヨ I ロッ パの 敝 です。 世 円か 
平 巧の 敵であります。 

わが 國 は’ アジアの ため •世界の ために •アメリカ •イギリスを •ぅ 
ちた ふす ために •立ち上つ たので るります。 どんな 不便が あつても’ い 
つまで 戰爭が つづいても •勝たねば なりません。 アジアと 化 巧を 平和 じ 
ナる ためには •一億】 ム •かくごを きめて、 くるしみを がまんし 不化 
をし のび ませぅ。 

わが 國の 味方 じな つた •ドイツと イ タリー は •どちらも 正しい 國 でず。 
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强い國 で ス 世界を 平 巧に しようと しで ゐる國 でて そしで. ド f ソの 
ヒット ラ.- も •イ タリ— の ムッソ リニ も •わが 國と 力を 合せで、 どこ ま 
でも 進まう としてを ります。 

同盟 國 ドイツを •今日の やうな 强 い. り つばな 國に みちびい」 一、 ヒッ 
トラ I は’ どこが 偉い のでせ う。 それは ほかで もありません。 子供のと 
きから ドイツを 强 いりつ ぱる國 にす る ことば かりを’ 考へ つづけた こ 
とで ナ 'よその 國じ 負ける い國 にす るには •どうし たらよ いか。 そし ゴ 
かり葉へたことです。 そして‘ ドイツをもくナるやうな" J ^るい考、と 
もつ た 者とは. どこまでも 戰 ひました。 いのちを 觀 にして •爭 ひまし た- 
また ドイツを いぢめ ようとす るか 國を •けつして 僻れ まを しでした。 
堂々 と戰 ひました。 いま も戰 つてを ります。 
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ヒット ラ！ のえ らいと ころは •じぶんの ことに かまは ず’ 网の ために 
つく ナ ことであります。 よいと 信じた ことには、 わき 目 も ふらず じ 盤む 
ことで ありまず。 

じッ トラ-- がで てから •ドィツ 國 巧みん は、 一つ じなりました。 {つ 
になつ たんは •强い 力になります。 ドィツが 强 いのは. そのため であり 
- ます。 ヒット ラー の强 い、 心と. 國の ための 正しい 行 ひは. わたくしたち 
も學 ばなければ ならない と 化 ひます。 つぎに •ヒット ラ I のして きた こ 
とを* 1 H で わかる やぅ じ 書きなら ベて みます。 

(に 曆)】 八 八 九 年 巧 月 二1~ 日 フラウ ナウの 巧に 化 まる。 

一九 〇二 年 十の 歲 。父 死ナ。 

一九 〇 凹 年 十六 歳。. 巧 死す。 费一。 學 校の 款聯に しっぱぃ。 
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I 乂 一二 年 二十 凹 歳。、、、 ユご X に-っつを 
一九 一四が 世が 大戰 おこり. 乂巧 lljR 勇んで た 跳。 

一丸 H ハ 年 十 パ セ 円‘ こ ムの戰 ひで •な 賢の々 載を ぅく。 
一九 一七 年 ニー 巧’ をた び 恥 輪。 

一九 一八 年十岛 二日 •イギリスの 毒ガスち 目を を かされを 

王旱 0 •簾と なり •ドイツは 斯亂斷 となつ 

た。 • 

一九 一九 年 九 巧 十六 曰 ドイツ 勞働歡 に 入り •七 人目の 黨員 
となる。 

十二 巧 •ナチ スの黨 首と なる。 

一九二 一年 げんきな ナチ ス |< 歡蹤 をつ くる。 
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一九二 四 年 警察に 捕 た 刑務所に 入れ. レれ を 

一九二 六 年 セ 巧 一一 一日 •ドイツの こどもたちが •ヒット ラ—. 

ユー ゲントを つくつ た。 

一九二 111 一年 一月 ニー 十日’ つ ひに 首相と なる。 

一九二 一六 年 十一 巧 二十 五ろ 日獨 防共 協 一ぶ 奚產 主義を 防ぐ 
が 東) をむ すぶ。 

一九 S 九 年 一一 一巧 十五 日 •チ H ッコ をが 僻。 

九 巧 一日 •ポ— ランドへ 進擊。 

九 巧 i 二日 •イギリス’ フランスと 閒戰。 

一九 四 〇 年 六 巧 十四 ドイツ 軍は フランスの パリに 入城。 
九月 二十 七 H •日獨 か 一二 國问盟 をむ すぶ。 
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一九 四 一年 九月 二十 セ 日 •日獨 が s 闽僻撕 のとり きめ。 

一丸 巧 一年 六 巧 一一す 一日 •ロ シヤに 齡軟。 

十二月 十一 目. 日獨か 聪事邮 li をむ すび、 ア メリ 
力に 宜戰 した。 

かう して •ヒット ラ I は’. わが 國と 足な みを 合せ’ 瓜繫 のために. 一 
生けん めいは たらいて をり ます。 でナ から ドィツは' わが 网り 中の ょ、 
ぶ だち で’ だいじな 味方で ナ 。おた が ひに. うんと ぐわん ばつて、 ドィ 
ツ をはげ まし ませう かならず かるらず’ ア メリ 为 •ィギリスの わる だ 
くみを うちやぶ つて、 アジアを， ヨ— ロ ッバを •そして 化み を’ す^ょ 
いところ にす るた めに、 力を つくし ませう。 子供には •子 化ので きる こ 
とが たくさんあります。 それを する のが’ 闽の ためじな り 化 巧の が 和 
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につ くずこと になる のであります。 S 

を it を 、 
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美しい 夢を 與へ 、やさしい むを 培 ふに ふさは しい。… お頗 文より… 
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